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〔
法
規
的
告
示
〕

〇
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び

患
者
申
出
療
養
並
び
に
施
設
基
準
の
一
部

を
改
正
す
る
件
（
厚
生
労
働
三
八
一
）

〇
健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
に
規
定

す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
支
出
、
収

入
及
び
財
産
（
同
三
八
二
）

〇
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
に
つ
い
て
の
取
扱
業

者
の
認
証
の
技
術
的
基
準
の
一
部
を
改
正

す
る
件
（
農
林
水
産
一
六
四
四
）

〇
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
に
つ
い
て
の
検
査
方

法
の
一
部
を
改
正
す
る
件（
同
一
六
四
五
）

〇
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
の
格
付
の
表
示
の
様

式
及
び
表
示
の
方
法
の
一
部
を
改
正
す
る

件
（
同
一
六
四
六
）

〇
採
光
の
た
め
の
窓
そ
の
他
の
開
口
部
を
設

け
る
こ
と
を
要
し
な
い
衛
生
上
支
障
が
な

い
建
築
物
を
定
め
る
件

（
国
土
交
通
一
三
一
六
）

〇
平
成
二
十
二
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百

六
十
八
号
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
三
一
七
）

〇
自
動
車
事
故
対
策
事
業
賦
課
金
等
の
金
額

を
定
め
る
政
令
別
表
第
一
備
考
の
告
示
で

定
め
る
金
額
を
定
め
る
件（
同
一
三
一
八
）

〇
令
和
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
二
十

六
号
の
一
部
を
改
正
す
る
件

（
同
一
三
一
九
）

〇
令
和
二
年
国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
五
十

号
の
一
部
を
改
正
す
る
件（
同
一
三
二
〇
）

〔
そ
の
他
告
示
〕

〇
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
第

四
十
四
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
基

づ
き
口
座
管
理
機
関
を
指
定
す
る
件
の
一

部
を
改
正
す
る
件

（
金
融
庁
・
法
務
・
財
務
三
）

〇
公
証
人
法
第
七
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に

よ
る
指
定
の
件
（
法
務
八
四
）

〇
特
定
物
質
等
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層

の
保
護
に
関
す
る
法
律
第
四
条
第
二
項
の

規
定
に
基
づ
き
製
造
数
量
の
許
可
申
請
受

付
期
間
を
定
め
る
件（
経
済
産
業
一
四
二
）

〇
高
圧
ガ
ス
保
安
法
第
三
十
五
条
第
一
項
第

一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
指
定
保
安
検
査

機
関
を
指
定
し
た
件
（
同
一
四
三
）

〇
宅
地
建
物
取
引
業
法
施
行
規
則
第
十
三
条

の
二
十
四
に
基
づ
く
登
録
実
務
講
習
の
廃

止
の
件
（
国
土
交
通
一
三
二
一
）

〇
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
型
式
承

認
を
し
た
件
（
同
一
三
二
二
）

〇
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
場

を
認
定
し
た
件
（
同
一
三
二
三
）

〇
船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
き
、
事
業
場

の
認
定
が
失
効
し
た
件
（
同
一
三
二
四
）

〇
仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
を
変
更
し
、
存
続

期
間
を
更
新
し
た
件
（
環
境
四
九
）

〇
蒲
生
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
件

（
同
五
〇
）

〇
井
土
浦
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
件

（
同
五
一
）

〇
広
浦
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
件

（
同
五
二
）

裁
判
所

相
続
、
公
示
催
告
、
失
踪
、
除
権
決
定
、

破
産
、
特
別
清
算
、
再
生
、
所
有
者
不
明

関
係

会
社
そ
の
他

会
社
決
算
公
告

〇
屋
我
地
鳥
獣
保
護
区
を
変
更
し
、
存
続
期

間
を
更
新
し
た
件
（
同
五
三
）

〇
屋
我
地
特
別
保
護
地
区
を
指
定
し
た
件

（
同
五
四
）

〇
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
を
解
除

す
る
件
（
同
五
五
）

〇
漁
船
の
操
業
の
制
限
等
に
伴
う
損
失
補
償

を
行
う
期
間
及
び
損
失
補
償
申
請
書
を
提

出
す
べ
き
時
期
を
定
め
る
件

（
防
衛
二
六
五
）

〔
国
会
事
項
〕

〔
人
事
異
動
〕

内
閣

法
務
省

〔
皇
室
事
項
〕

〔
官
庁
報
告
〕

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

（
大
阪
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
六
・
七
、
兵

庫
同
七
、
島
根
同
二
、
福
岡
同
二
）

除
籍
が
滅
失
し
た
件

（
法
務
省
告
示
配
一
六
九
）

除
籍
の
一
部
が
滅
失
し
た
件
（
同
一
七
〇
）

〔
公

告
〕

諸
事
項

官
庁財

団
関
係





法

規

的

告

示

（
傍
線
部
分
は
改
正
部
分
）

改

正

後

改

正

前

第
二

先
進
医
療
ご
と
に
定
め
る
施
設
基
準
に
適
合

す
る
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
実
施
す
る
先
進

医
療

第
二

先
進
医
療
ご
と
に
定
め
る
施
設
基
準
に
適
合

す
る
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
実
施
す
る
先
進

医
療

一
〜
二
十
六

（
略
）

一
〜
二
十
六

（
略
）

二
十
七

標
準
治
療
終
了
前
に
お
け
る
が
ん
ゲ
ノ

ム
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
検
査

二
十
七

標
準
治
療
終
了
前
に
お
け
る
が
ん
ゲ
ノ

ム
プ
ロ
フ
ァ
イ
リ
ン
グ
検
査

イ

（
略
）

イ

（
略
）

ロ

施
設
基
準

ロ

施
設
基
準

（
略
）

（
略
）

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

保
険
医
療
機
関
に
係
る
基
準

〜

（
略
）

〜

（
略
）

当
該
療
養
を
実
施
す
る
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の

数
が
、
常
時
、
入
院
患
者
の
数
が
十
又

は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員

の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す

る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病

棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の

数
が
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
。

当
該
療
養
を
実
施
す
る
病
棟
に
お
い

て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員
の

数
が
、
常
時
、
入
院
患
者
の
数
が
七
又

は
そ
の
端
数
を
増
す
ご
と
に
一
以
上
で

あ
る
こ
と
。
た
だ
し
、
当
該
病
棟
に
お

い
て
、
一
日
に
看
護
を
行
う
看
護
職
員

の
数
が
本
文
に
規
定
す
る
数
に
相
当
す

る
数
以
上
で
あ
る
場
合
に
は
、
当
該
病

棟
に
お
け
る
夜
勤
を
行
う
看
護
職
員
の

数
が
、
本
文
の
規
定
に
か
か
わ
ら
ず
、

二
以
上
で
あ
る
こ
と
。

〜

（
略
）

〜

（
略
）

二
十
八
・
二
十
九

（
略
）

二
十
八
・
二
十
九

（
略
）

第
三

先
進
医
療
を
適
切
に
実
施
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
個
別
に

認
め
ら
れ
た
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
実
施
す

る
先
進
医
療

第
三

先
進
医
療
を
適
切
に
実
施
で
き
る
体
制
を
整

え
て
い
る
も
の
と
し
て
厚
生
労
働
大
臣
に
個
別
に

認
め
ら
れ
た
病
院
又
は
診
療
所
に
お
い
て
実
施
す

る
先
進
医
療

一
〜
十
一

（
略
）

一
〜
十
一

（
略
）

十
二

削
除

十
二

ボ
ツ
リ
ヌ
ス
毒
素
の
膀
胱
ぼ
う
こ
う

内
局
所
注
入
療

法

神
経
因
性
排
尿
筋
過
活
動
に
よ
る
膀
胱

ぼ
う
こ
う

機

能
障
害
（
五
歳
以
上
十
八
歳
未
満
の
患
者
に
係

る
も
の
に
限
る
。）

十
三
〜
四
十
五

（
略
）

十
三
〜
四
十
五

（
略
）
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〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
一
号

厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
評
価
療
養
、
患
者
申
出
療
養
及
び
選
定
療
養
（
平
成
十
八
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
四
百
九

十
五
号
）
第
一
条
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
厚
生
労
働
大
臣
の
定
め
る
先
進
医
療
及
び
患
者
申
出
療
養
並
び
に
施
設

基
準
（
平
成
二
十
年
厚
生
労
働
省
告
示
第
百
二
十
九
号
）
の
一
部
を
次
の
表
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
八
年
十
一
月
一

日
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

〇
厚
生
労
働
省
告
示
第
三
百
八
十
二
号

健
康
保
険
法
施
行
令
（
大
正
十
五
年
勅
令
第
二
百
四
十
三
号
）
第
二
十
九
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
健
康
保
険
法
施
行

令
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
支
出
、
収
入
及
び
財
産
を
次
の
よ
う
に
定
め
、
公
布
の
日
か
ら

適
用
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

厚
生
労
働
大
臣

上
野
賢
一
郎

健
康
保
険
法
施
行
令
第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
支
出
、
収
入
及
び
財
産

健
康
保
険
法
施
行
令
（
以
下
「
令
」
と
い
う
。）第
二
十
九
条
に
規
定
す
る
厚
生
労
働
大
臣
が
定
め
る
支
出
、
収
入
及

び
財
産
に
つ
い
て
は
、
そ
れ
ぞ
れ
次
の
各
号
に
掲
げ
る
と
お
り
と
す
る
。

一

支
出

経
常
的
な
支
出
（
一
般
勘
定
（
健
康
保
険
組
合
の
勘
定
の
う
ち
、
介
護
保
険
法
（
平
成
九
年
法
律
第
百
二

十
三
号
）
の
規
定
に
よ
る
納
付
金
（
以
下
「
介
護
納
付
金
」
と
い
う
。）及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
法
（
平
成
二
十

四
年
法
律
第
六
十
五
号
）
の
規
定
に
よ
る
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
（
以
下「
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
」

と
い
う
。）に
係
る
勘
定
を
除
い
た
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）の
支
出
か
ら
、
調
整
保
険
料
還
付
金
（
健

康
保
険
法
（
大
正
十
一
年
法
律
第
七
十
号
。
以
下
「
法
」
と
い
う
。）附
則
第
二
条
第
三
項
の
規
定
に
よ
る
調
整
保
険

料
（
次
号
に
お
い
て
「
調
整
保
険
料
」
と
い
う
。）に
係
る
還
付
金
を
い
う
。）、
営
繕
費
、財
政
調
整
事
業
拠
出
金（
法

附
則
第
二
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
る
拠
出
金
を
い
う
。）、
積
立
金
（
健
康
保
険
組
合
が
法
第
百
六
十
条
の
三
の
規
定

に
よ
る
準
備
金
（
以
下
「
準
備
金
」
と
い
う
。）以
外
に
積
み
立
て
た
も
の
を
い
う
。
以
下
同
じ
。）の
う
ち
、
準
備
金

と
し
て
保
有
す
る
不
動
産
に
係
る
売
却
益
を
積
み
立
て
た
も
の
、
財
政
運
営
安
定
資
金
、
補
助
金
等
返
還
金
（
国
庫

補
助
金
及
び
法
附
則
第
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
る
交
付
金
（
次
号
に
お
い
て「
財
政
調
整
事
業
交
付
金
」と
い
う
。）

の
過
年
度
分
に
係
る
返
還
金
を
い
う
。）並
び
に
介
護
納
付
金
に
係
る
勘
定
及
び
子
ど
も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係

る
勘
定
へ
の
繰
入
金
に
係
る
支
出
を
除
い
た
も
の
を
い
う
。）

二

収
入

経
常
的
な
収
入
（
一
般
勘
定
の
収
入
か
ら
、
調
整
保
険
料
、
繰
越
金
（
一
の
年
度
の
前
年
度
の
決
算
に
お

け
る
余
剰
金
の
う
ち
、
一
の
年
度
の
決
算
に
収
入
と
し
て
繰
り
越
す
も
の
を
い
う
。
次
号
に
お
い
て
同
じ
。）（
一
般

勘
定
に
係
る
も
の
に
限
る
。）、
準
備
金
、
積
立
金
及
び
そ
の
他
資
金
か
ら
の
繰
入
金
の
う
ち
、
健
康
保
険
組
合
に
お

い
て
雇
用
す
る
役
職
員
の
退
職
金
及
び
保
証
金
の
返
還
に
係
る
積
立
金
か
ら
の
繰
入
金
を
除
い
た
も
の
、
令
第
二
十

二
条
の
規
定
に
よ
る
組
合
債
、
寄
付
金
、
国
庫
補
助
金
（
法
第
百
五
十
条
の
規
定
に
よ
る
特
定
健
康
診
査
等
に
係
る

も
の
を
除
く
。）、
財
政
調
整
事
業
交
付
金
、
不
用
の
財
産
及
び
不
用
の
物
品
（
耐
用
年
数
が
一
年
以
上
か
つ
取
得
価

格
が
十
万
円
以
上
の
償
却
資
産
に
限
る
。）の
売
却
益
、
国
庫
補
助
金
及
び
財
政
調
整
事
業
交
付
金
の
過
年
度
分
に
係

る
追
加
収
入
並
び
に
過
年
度
拠
出
金
が
確
定
し
た
こ
と
に
よ
る
戻
し
金
並
び
に
介
護
納
付
金
に
係
る
勘
定
及
び
子
ど

も
・
子
育
て
支
援
納
付
金
に
係
る
勘
定
か
ら
の
受
入
金
に
係
る
収
入
を
除
い
た
も
の
を
い
う
。）

三

財
産

積
立
金
の
う
ち
健
康
保
険
組
合
に
お
い
て
雇
用
す
る
役
職
員
の
退
職
金
及
び
保
証
金
の
返
還
に
係
る
積
立

金
を
除
い
た
も
の
並
び
に
繰
越
金





次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
た
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後
欄
に
掲
げ
る
規
定

の
傍
線
を
付
し
た
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

１

地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
六
条
第
十
一
項
に

規
定
す
る
地
方
的
な
航
空
運
送
に
係
る
路
線
と
し

て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
路
線
は
、
本
邦
内
の

１

地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
六
条
第
二
十
項
に

規
定
す
る
地
方
的
な
航
空
運
送
に
係
る
路
線
と
し

て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
路
線
は
、
本
邦
内
の

２

地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
六
条
第
十
二
項
に

規
定
す
る
特
に
地
方
的
な
航
空
運
送
に
係
る
路
線

と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
路
線
は
、
前
項

に
定
め
る
路
線
の
う
ち
、
東
京
国
際
空
港
又
は
大

阪
国
際
空
港
を
出
発
空
港
又
は
到
着
空
港
と
す
る

路
線
を
除
い
た
も
の
と
す
る
。

２

地
方
税
法
施
行
規
則
附
則
第
六
条
第
二
十
一
項

に
規
定
す
る
特
に
地
方
的
な
航
空
運
送
に
係
る
路

線
と
し
て
国
土
交
通
大
臣
が
定
め
る
路
線
は
、
前

項
に
定
め
る
路
線
の
う
ち
、
東
京
国
際
空
港
又
は

大
阪
国
際
空
港
を
出
発
空
港
又
は
到
着
空
港
と
す

る
路
線
を
除
い
た
も
の
と
す
る
。

各
地
間
の
路
線
の
う
ち
、
成
田
国
際
空
港
、
東
京

国
際
空
港
、
関
西
国
際
空
港
、
新
千
歳
空
港
、
大

阪
国
際
空
港
、
福
岡
空
港
及
び
那
覇
空
港
の
相
互

間
の
路
線
を
除
い
た
も
の
と
す
る
。

各
地
間
の
路
線
の
う
ち
、
成
田
国
際
空
港
、
東
京

国
際
空
港
、
関
西
国
際
空
港
、
新
千
歳
空
港
、
大

阪
国
際
空
港
、
福
岡
空
港
及
び
那
覇
空
港
の
相
互

間
の
路
線
を
除
い
た
も
の
と
す
る
。

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
四
十
四
号

日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
四

年
財
務
省
・
農
林
水
産
省
令
第
三
号
）
第
二
十
五
条
（
同

令
第
五
十
九
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規

定
に
基
づ
き
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
に
つ
い
て
の
取
扱
業

者
の
認
証
の
技
術
的
基
準
（
令
和
五
年
農
林
水
産
省
告
示

第
七
百
四
十
五
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令

和
九
年
一
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林

水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。）

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
四
十
五
号

日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
四

年
財
務
省
・
農
林
水
産
省
令
第
三
号
）
第
二
十
二
条
（
同

令
第
六
十
条
に
お
い
て
準
用
す
る
場
合
を
含
む
。）の
規
定

に
基
づ
き
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
に
つ
い
て
の
検
査
方
法

（
令
和
五
年
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百
四
十
四
号
）
の
一

部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
九
年
一
月
二
十
八
日
か

ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林

水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
十
六
号

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三

十
八
号
）
第
十
九
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
採
光
の

た
め
の
窓
そ
の
他
の
開
口
部
を
設
け
る
こ
と
を
要
し
な
い

衛
生
上
支
障
が
な
い
建
築
物
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日国

土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

採
光
の
た
め
の
窓
そ
の
他
の
開
口
部
を
設
け
る
こ

と
を
要
し
な
い
衛
生
上
支
障
が
な
い
建
築
物
を
定

め
る
件

建
築
基
準
法
施
行
令
（
昭
和
二
十
五
年
政
令
第
三
百
三

十
八
号
）
第
十
九
条
第
二
項
第
四
号
の
衛
生
上
支
障
が
な

い
建
築
物
は
、
老
人
福
祉
法
（
昭
和
三
十
八
年
法
律
第
百

三
十
三
号
）
第
二
十
条
の
二
の
二
に
規
定
す
る
老
人
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
（
老
人
福
祉
法
施
行
規
則
（
昭
和
三

十
八
年
厚
生
省
令
第
二
十
八
号
）
第
一
条
の
三
の
二
に
規

定
す
る
第
一
号
通
所
事
業
の
用
に
の
み
供
す
る
も
の
に
限

る
。）と
す
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
建
築
基
準
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す

る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
二
百
八
十
四
号
）
の
施
行
の

日
（
令
和
八
年
十
一
月
一
日
）
か
ら
施
行
す
る
。

〇
農
林
水
産
省
告
示
第
千
六
百
四
十
六
号

日
本
農
林
規
格
等
に
関
す
る
法
律
施
行
規
則
（
令
和
四

年
財
務
省
・
農
林
水
産
省
令
第
三
号
）
第
十
七
条
の
規
定

に
基
づ
き
、
木
質
ペ
レ
ッ
ト
燃
料
の
格
付
の
表
示
の
様
式

及
び
表
示
の
方
法
（
令
和
五
年
農
林
水
産
省
告
示
第
七
百

四
十
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
令
和
九
年

一
月
二
十
八
日
か
ら
施
行
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日農

林
水
産
大
臣

武
部

新

（「
次
の
よ
う
」
は
、
省
略
し
、
そ
の
関
係
書
類
を
農
林

水
産
省
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
掲
載
す
る
。）

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
十
七
号

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
総
務
省
令
第
四
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
平
成
二
十

二
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
六
十
八
号
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
し
、
同
令
の
施
行
の
日
（
令
和
八
年
十
一
月
一

日
）
か
ら
適
用
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
十
八
号

自
動
車
事
故
対
策
事
業
賦
課
金
等
の
金
額
を
定
め
る
政
令
（
昭
和
三
十
年
政
令
第
三
百
十
六
号
）
別
表
第
一
備
考
の

告
示
で
定
め
る
金
額
を
次
の
と
お
り
定
め
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
以
後
に
納
付
す
べ
き
事
由
が
生
ず
る
自
動
車
事
故

対
策
事
業
賦
課
金
に
つ
い
て
適
用
し
、
令
和
五
年
国
土
交
通
省
告
示
第
二
百
四
十
号
は
、
令
和
八
年
十
月
三
十
一
日
限

り
廃
止
す
る
。
た
だ
し
、
同
日
以
前
に
納
付
す
べ
き
事
由
が
生
じ
た
自
動
車
事
故
対
策
事
業
賦
課
金
に
つ
い
て
は
、
な

お
従
前
の
例
に
よ
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

千
八
百
十
二
円

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
十
九
号

地
方
税
法
施
行
令
の
一
部
を
改
正
す
る
政
令
（
令
和
八
年
政
令
第
八
十
三
号
）
及
び
地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を

改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
総
務
省
令
第
四
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
令
和
三
年
国
土
交
通
省
告
示
第
三
百
二
十
六

号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

本
則
中
「
附
則
第
六
条
第
七
十
一
項
」
を
「
附
則
第
六
条
第
六
十
項
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
中
「附

則
第
11条
第
35項

」
を
「附

則
第
11条
第
33項

」
に
改
め
る
。

附

則

（
施
行
期
日
）

１

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。

（
経
過
措
置
）

２

こ
の
告
示
の
施
行
の
際
現
に
あ
る
こ
の
告
示
に
よ
る
改
正
前
の
様
式
に
よ
る
用
紙
は
、
当
分
の
間
、
こ
れ
を
取
り

繕
っ
て
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
号

地
方
税
法
施
行
規
則
の
一
部
を
改
正
す
る
省
令
（
令
和
八
年
総
務
省
令
第
四
十
五
号
）
の
施
行
に
伴
い
、
令
和
二
年

国
土
交
通
省
告
示
第
八
百
五
十
号
の
一
部
を
改
正
す
る
告
示
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

本
則
中
「
附
則
第
六
条
第
七
十
八
項
」
を
「
附
則
第
六
条
第
六
十
九
項
」
に
改
め
る
。

別
記
様
式
中
「附

則
第
６
条
第
78項

」
を
「附

則
第
６
条
第
69項

」
に
改
め
る
。

附

則

こ
の
告
示
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
施
行
す
る
。
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そ

の

他

告

示

次
の
表
に
よ
り
、
改
正
前
欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
を
こ
れ
に
対
応
す
る
改
正
後

欄
に
掲
げ
る
規
定
の
傍
線
を
付
し
又
は
破
線
で
囲
ん
だ
部
分
の
よ
う
に
改
め
る
。

改

正

後

改

正

前

名

称

所

在

地

名

称

所

在

地

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

エ
ス
エ
ム
ビ
ー
シ
ー

ニ
ッ
コ
ウ

バ
ン
ク

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ

エ

ス
エ
ー

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
大
公
国

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
市

ル
ー

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト

フ
ォ
ン

ビ
ン
ゲ
ン

二

エ
ス
エ
ム
ビ
ー
シ
ー

ニ
ッ
コ
ウ

バ
ン
ク

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ

エ

ス
エ
ー

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
大
公
国

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
市

ル
ー

ヒ
ル
デ
ガ
ル
ト

フ
ォ
ン

ビ
ン
ゲ
ン

二

ミ
ズ
ホ

ト
ラ
ス
ト

ア
ン
ド

バ
ン
キ
ン
グ

（
ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
）

エ
ス
エ
ー

ル
ク
セ
ン
ブ
ル
グ
大
公
国

ム
ン
ス
バ
ッ
ハ

リ
ュ

ガ
ブ
リ
エ
ル

リ
ッ
プ

マ
ン

一

ベ
ー

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

ド
イ
チ
ェ

ヴ
ェ
ル
ト

パ
ピ
ア
サ
ー
ビ
ス

バ

ン
ク

ア
ー
ゲ
ー

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ア
ム
マ
イ

ン
市

エ
シ
ュ
ボ
ル
ン

ケ
ル
ナ
ー
ス
ト
ラ
ッ
セ

五

ド
イ
チ
ェ

ヴ
ェ
ル
ト

パ
ピ
ア
サ
ー
ビ
ス

バ

ン
ク

ア
ー
ゲ
ー

ド
イ
ツ
連
邦
共
和
国

フ

ラ
ン
ク
フ
ル
ト
ア
ム
マ
イ

ン
市

ヴ
ィ
ル
ド
ゥ
ン

ガ
ー
ス
ト
ラ
ッ
セ

十
四

﹇
略
﹈

﹇
同
上
﹈

バ
ン
ク

オ
ブ

チ
ャ

イ
ナ

リ
ミ
テ
ッ
ド

デ
レ
ン

プ
ラ
イ
ベ
ー

ト

バ
ン
ク

エ
ヌ
．

ヴ
ィ
．

中
華
人
民
共
和
国

北
京

市

シ
ー
チ
ェ
ン
区

フ
ー
シ
ン
メ
ン
ナ
イ
ス
ト

リ
ー
ト

一
番

ベ
ル
ギ
ー
王
国

ア
ン
ト

ワ
ー
プ
市

ヤ
ン
・
フ
ァ

ン
・
レ
イ
ス
ウ
ィ
ッ
ク
ラ

ン

百
八
十
四
番
地

バ
ン
ク

オ
ブ

チ
ャ

イ
ナ

リ
ミ
テ
ッ
ド

中
華
人
民
共
和
国

北
京

市

シ
ー
チ
ェ
ン
区

フ
ー
シ
ン
メ
ン
ナ
イ
ス
ト

リ
ー
ト

一
番

備
考

表
中
の
﹇

﹈
の
記
載
は
注
記
で
あ
る
。

名

称

住

所

保
安
検
査
を
行

う
事
業
所
の
名

称
及
び
所
在
地

指
定
の
区
分

指
定
す
る
地
域

指
定
年
月
日

株
式
会
社
大
淀

高
圧

兵
庫
県
尼
崎
市

次
屋
三
丁
目
六

番
二
十
七
号

株
式
会
社
大
淀

高
圧

兵
庫
県
尼
崎
市

次
屋
三
丁
目
六

番
二
十
七
号

液
化
石
油
ガ
ス

保
安
規
則
（
昭

和
四
十
一
年
通

商
産
業
省
令
第

五
十
二
号
）
第

七
十
八
条
第
四

項
に
お
い
て
準

用
す
る
同
令
第

七
十
七
条
第
二

項
及
び
第
四
項

か
ら
第
七
項
ま

で
に
規
定
す
る

特
定
施
設
の
保

安
検
査
を
行
う

者
と
し
て
の
指

定

茨
城
県
、
栃
木
県
、

群
馬
県
、
埼
玉
県
、

千
葉
県
、
石
川
県
、

福
井
県
、
岐
阜
県
、

愛
知
県
、
三
重
県
、

滋
賀
県
、
京
都
府
、

大
阪
府
、
兵
庫
県
、

奈
良
県
、和
歌
山
県
、

鳥
取
県
、
岡
山
県
、

徳
島
県
、
香
川
県
、

愛
媛
県
、
高
知
県

令
和
八
年
六

月
二
十
五
日

一
般
高
圧
ガ
ス

保
安
規
則
（
昭

和
四
十
一
年
通

商
産
業
省
令
第

五
十
三
号
）
第

八
十
条
第
四
項

に
お
い
て
準
用

す
る
同
令
第
七

十
九
条
第
二
項

及
び
第
四
項
か

ら
第
七
項
ま
で

に
規
定
す
る
特

定
施
設
の
保
安

検
査
を
行
う
者

と
し
て
の
指
定

令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
金
融
庁

法
務
省

財
務
省
告
示
第
三
号

社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
三
年
法
律
第
七
十
五
号
）
第
四
十
四
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定

に
基
づ
き
、
社
債
、
株
式
等
の
振
替
に
関
す
る
法
律
第
四
十
四
条
第
一
項
第
十
三
号
の
規
定
に
基
づ
き
口
座
管
理
機
関

を
指
定
す
る
件
（
平
成
十
五
年
金
融
庁

法
務
省

財
務
省
告
示
第
三
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

金
融
庁
長
官

伊
藤

豊

法
務
大
臣

山
下

貴
司

財
務
大
臣

片
山
さ
つ
き

〇
法
務
省
告
示
第
八
十
四
号

公
証
人
法
（
明
治
四
十
一
年
法
律
第
五
十
三
号
）
第
七
条
ノ
二
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
次
に
掲
げ
る
公
証
人
に
電

磁
的
記
録
に
関
す
る
事
務
を
行
わ
せ
る
。

こ
の
告
示
は
、
告
示
の
日
か
ら
効
力
を
生
ず
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

法
務
大
臣

山
下

貴
司

東
京
法
務
局
所
属

菊
池

和
史

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
四
十
二
号

特
定
物
質
等
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
（
昭
和
六
十
三
年
法
律
第
五
十
三
号
。
以
下「
法
」

と
い
う
。）第
四
条
第
二
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
九
年
一
月
一
日
か
ら
同
年
十
二
月
三
十
一
日
ま
で
の
期
間
（
以
下

「
令
和
九
規
制
年
度
」
と
い
う
。）に
お
け
る
特
定
物
質
等
の
規
制
等
に
よ
る
オ
ゾ
ン
層
の
保
護
に
関
す
る
法
律
施
行
令

（
平
成
六
年
政
令
第
三
百
八
号
）
別
表
第
二
の
中
欄
に
掲
げ
る
特
定
物
質
代
替
物
質
の
製
造
数
量
に
係
る
同
項
の
経
済

産
業
大
臣
が
告
示
す
る
期
間
を
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正

法
第
四
条
第
二
項
の
経
済
産
業
大
臣
が
告
示
す
る
期
間
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
三
日
か
ら
同
年
十
一
月
二
十
日
と

す
る
。
た
だ
し
、
令
和
九
規
制
年
度
の
状
況
等
に
よ
り
、
随
時
製
造
数
量
の
許
可
を
行
う
こ
と
が
必
要
な
場
合
に
あ
っ

て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
。

〇
経
済
産
業
省
告
示
第
百
四
十
三
号

高
圧
ガ
ス
保
安
法
（
昭
和
二
十
六
年
法
律
第
二
百
四
号
）
第
三
十
五
条
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と

お
り
指
定
保
安
検
査
機
関
を
指
定
し
た
の
で
、
同
法
第
七
十
四
条
の
二
第
一
項
第
一
号
の
規
定
に
基
づ
き
、公
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

経
済
産
業
大
臣

赤
澤

亮
正





（ た だ し 、 製

造 設 備 が 特 殊

高 圧 ガ ス に 係

る 製 造 施 設 及

び 特 定 圧 縮 水

素 ス タ ン ド で

あ る 製 造 施 設

を 除 く 。 ）

令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 二 十 一 号

宅 地 建 物 取 引 業 法 施 行 規 則 （ 昭 和 三 十 二 年 建 設 省 令 第 十 二 号 ） 第 十 三 条 の 二 十 四 の 規 定 に よ り 登 録

実 務 講 習 事 務 を 廃 止 す る 届 出 が あ っ た の で 、 同 規 則 第 十 三 条 の 三 十 二 第 三 号 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の と

お り 公 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 三 十 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

一 事 務 を 廃 止 す る 登 録 実 務 講 習 機 関 の 名 称 宅 建 ダ イ ナ マ イ ト 合 格 ス ク ー ル 株 式 会 社

二 事 務 を 廃 止 す る 者 の 登 録 番 号 （ 三 ） 第 二 十 三 号

三 事 務 を 廃 止 す る 者 の 住 所 東 京 都 新 宿 区 四 谷 三 栄 町 ２ １ ４ 四 ツ 谷 ビ ジ ネ ス ガ ー デ ン

四 廃 止 す る 事 務 の 範 囲 登 録 実 務 講 習 事 務 の 全 部

五 事 務 を 廃 止 す る 年 月 日 令 和 八 年 十 月 三 十 一 日

〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 二 十 二 号

船 舶 安 全 法 （ 昭 和 八 年 法 律 第 十 一 号 ） 第 六 条 ノ 五 第 一 項 の 規 定 に 基 づ き 、 令 和 八 年 十 月 十 四 日 付 け

を も っ て 次 の よ う に 型 式 承 認 し た の で 、 船 舶 等 型 式 承 認 規 則 （ 昭 和 四 十 八 年 運 輸 省 令 第 五 十 号 ） 第 十

二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 三 十 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

型式承認
番号 物件の名称 物件の型式 製造者の名称 製 造 者 の 住 所

第5900号 第一種マスト灯 ＮＳＡＭ１（Ａ
Ｃ）

日本船燈株式会社 埼玉県春日部市下柳923番
地

第5901号 〃 ＮＳＡＭ１（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5902号 第一種マスト灯
（二重式）

ＮＳＡＭ２（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5903号 〃 ＮＳＡＭ２（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5904号 第一種舷灯（紅） ＮＳＡＰ１（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5905号 〃 ＮＳＡＰ１（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5906号 第一種舷灯（紅）
（二重式）

ＮＳＡＰ２（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5907号 〃 ＮＳＡＰ２（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5908号 第一種舷灯（緑） ＮＳＡＳ１（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5909号 〃 ＮＳＡＳ１（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5910号 第一種舷灯（緑）
（二重式）

ＮＳＡＳ２（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5911号 〃 ＮＳＡＳ２（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5912号 第一種船尾灯 ＮＳＡＴ１（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5913号 〃 ＮＳＡＴ１（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5914号 第一種船尾灯
（二重式）

ＮＳＡＴ２（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5915号 〃 ＮＳＡＴ２（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5916号 第一種引き船灯 ＮＳＡＹ１（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5917号 〃 ＮＳＡＹ１（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5918号 第一種白灯 ＮＳＡＷ１（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5919号 〃 ＮＳＡＷ１（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5920号 第一種紅灯 ＮＳＡＲ１（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5921号 〃 ＮＳＡＲ１（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5922号 第一種緑灯 ＮＳＡＧ１（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5923号 〃 ＮＳＡＧ１（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5924号 第一種紅色閃光
灯

ＮＳＡＦＲ（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5925号 〃 ＮＳＡＦＲ（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5926号 第二種紅色閃光
灯

ＮＳＢＦＲ（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5927号 〃 ＮＳＢＦＲ（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5928号 第一種緑色閃光
灯

ＮＳＡＦＧ（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5929号 〃 ＮＳＡＦＧ（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5930号 第二種緑色閃光
灯

ＮＳＢＦＧ（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5931号 〃 ＮＳＢＦＧ（Ｄ
Ｃ）

〃 〃

第5932号 操船信号灯 ＮＳＭＬ１（Ａ
Ｃ）

〃 〃

第5933号 〃 ＮＳＭＬ１（Ｄ
Ｃ）

〃 〃
〇 国 土 交 通 省 告 示 第 千 三 百 二 十 三 号

船 舶 安 全 法 （ 昭 和 八 年 法 律 第 十 一 号 ） 第 六 条 ノ 二 の 規 定 に 基 づ き 、 次 の 事 業 場 を 次 に 掲 げ る 物 件 の

製 造 工 事 に 係 る 事 業 場 と し て 認 定 し た の で 、 船 舶 安 全 法 の 規 定 に 基 づ く 事 業 場 の 認 定 に 関 す る 規 則 （ 昭

和 四 十 八 年 運 輸 省 令 第 四 十 九 号 ） 第 十 二 条 の 規 定 に 基 づ き 、 告 示 す る 。

令 和 八 年 十 月 三 十 日 国 土 交 通 大 臣 井 林 辰 憲

事業場の名称 事業場の所在地 認定に係る物件の範囲 有 効 期 間
三菱重工エンジン＆
ターボチャージャ株式
会社

神奈川県相模原市中央区
田名3000番地

内燃機関（シリンダの径
が450ミリメートル未満
のものに限る。）

令和８年10月13日から
令和13年10月12日まで

〃 〃 排気タービン過給機 〃





令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
環
境
省
告
示
第
四
十
九
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
を
変
更
し
及
び
そ

の
存
続
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
す
る
。

変
更
さ
れ
た
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
は
、
環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

環
境
大
臣

笹
川

博
義

一

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

宮
城
県
仙
台
市
、
名
取
市
、
東
松
島
市
及
び
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
の
一
部
（
区
域
図
省
略
）

三

存
続
期
間

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
宮
城
県
仙
台
市
、
名
取
市
、東
松
島
市
及
び
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
に
ま
た
が
っ
て
位
置
し
て
お
り
、

仙
台
市
か
ら
名
取
市
に
か
け
て
の
海
浜
地
帯
は
、
砂
浜
、
潟
湖
、
干
潟
、
ヨ
シ
原
等
、
多
様
な
自
然
環
境
と
防
潮

及
び
飛
砂
防
止
を
目
的
と
し
て
人
工
的
に
造
林
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
海
岸
林
と
が
調
和
し
た
非
常
に
美
し
い
景
観
を

持
っ
た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
及
び
ガ
ン
カ
モ
類
の
集
団
渡
来
地
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
多
く
の
水
鳥
類
の
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、塩
性
植
物
群
落
及
び
湿
性
植
物
群
落
の
発
達
が
見
ら
れ
、

希
少
な
動
植
物
の
生
息
地
及
び
生
育
地
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
蒲
生
干
潟
で
は
、
環
境
省
第
五
次
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
お
い
て
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
選
定
さ
れ
て
い
る
コ
ク

ガ
ン
（
国
指
定
天
然
記
念
物
）
が
越
冬
し
、
周
辺
の
海
岸
地
域
で
は
、
猛
禽
類
の
ミ
サ
ゴ
、
準
絶
滅
危
惧
の
オ
オ

タ
カ
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
の
チ
ュ
ウ
ヒ
、
準
絶
滅
危
惧
の
ハ
ヤ
ブ
サ
等
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
、
多
様
な
水
辺
環
境
を
反
映
し
て
、
多
種
多
数
の
渡
り
鳥
の
中
継
地
及
び
越
冬
地

と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
当
該
区
域
を
集
団
渡
来
地
の
保
護
区
と
し
て
、
法
第
二
十
八
条
第
一
項
に

規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に
渡
来
す
る
鳥
類
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

ア

集
団
渡
来
地
の
保
護
区
と
し
て
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
及
び
ガ
ン
カ
モ
類
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
渡
り
鳥
の

生
息
環
境
の
保
護
を
図
る
た
め
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

イ

国
指
定
鳥
獣
保
護
区
管
理
員
等
に
よ
る
鳥
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
て
、
区
域
内
の
鳥
類
の
生
息

状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

ウ

鳥
類
を
驚
か
す
よ
う
な
人
の
不
用
意
な
行
動
、
ご
み
の
散
乱
等
に
よ
る
鳥
類
の
生
息
へ
の
影
響
を
防
止
す
る

た
め
、
現
場
の
巡
視
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地
域
住
民
等
と
連
携
協
力
し
た
普
及
啓
発
活
動

等
に
取
り
組
む
。

〇
環
境
省
告
示
第
五
十
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
内
に
次
の
よ
う
に
特
別
保
護
地
区
を

指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

指
定
さ
れ
た
特
別
保
護
地
区
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
は
、
環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

環
境
大
臣

笹
川

博
義

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称

蒲
生
特
別
保
護
地
区

二

区
域

宮
城
県
仙
台
市
の
一
部
（
区
域
図
省
略
）

三

存
続
期
間

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
は
、
宮
城
県
仙
台
市
、
名
取
市
、
東
松
島
市
及
び
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
に
ま
た
が
っ
て
位

置
し
て
お
り
、
仙
台
市
か
ら
名
取
市
に
か
け
て
の
海
浜
地
帯
は
、
砂
浜
、
潟
湖
、
干
潟
、
ヨ
シ
原
等
、
多
様
な
自

然
環
境
と
防
潮
及
び
飛
砂
防
止
を
目
的
と
し
て
人
工
的
に
造
林
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
海
岸
林
と
が
調
和
し
た
非
常
に

美
し
い
景
観
を
持
っ
た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
及
び
ガ
ン
カ
モ
類
の
集
団
渡
来
地
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
多
く
の
水
鳥
類
の
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、塩
性
植
物
群
落
及
び
湿
性
植
物
群
落
の
発
達
が
見
ら
れ
、

希
少
な
動
植
物
の
生
息
地
及
び
生
育
地
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
当
該
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
、
仙
台
市
の
北
部
を
流
れ
る
七
北
田
川
河
口
か
ら
そ
の
左
岸
側
約
一
キ
ロ

メ
ー
ト
ル
に
わ
た
る
蒲
生
干
潟
は
、
か
つ
て
一
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
ほ
ど
北
に
あ
っ
た
七
北
田
川
の
河
口
が
、
千
九
百

六
十
年
代
に
仙
台
港
の
建
設
等
に
伴
い
閉
め
切
ら
れ
た
こ
と
に
よ
り
形
成
さ
れ
た
干
潟
で
あ
り
、
現
在
は
、砂
浜
、

干
潟
、
潟
湖
、
河
口
、
塩
性
湿
地
、
ヨ
シ
原
と
い
っ
た
多
様
な
自
然
要
素
が
比
較
的
狭
い
地
域
の
中
に
集
中
し
て

い
る
。

こ
の
た
め
、
当
該
区
域
は
、
渡
り
鳥
に
と
っ
て
好
適
な
採
餌
及
び
休
息
の
た
め
の
条
件
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か

ら
、
仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
、
渡
り
鳥
の
飛
来
数
が
多
い
区
域
で
あ
る
。
特
に
環
境
省
第
五
次
レ
ッ
ド

リ
ス
ト
に
お
い
て
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
選
定
さ
れ
て
お
り
国
指
定
天
然
記
念
物
で
も
あ
る
コ
ク
ガ
ン
の
越
冬
地
と
し

て
は
南
限
の
一
つ
と
し
て
重
要
な
区
域
で
あ
る
。

ま
た
、
猛
禽
類
の
ミ
サ
ゴ
、
準
絶
滅
危
惧
の
オ
オ
タ
カ
、
絶
滅
危
惧
Ⅰ
Ｂ
類
の
チ
ュ
ウ
ヒ
、
準
絶
滅
危
惧
の
ハ

ヤ
ブ
サ
等
が
確
認
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
、
仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
特
に
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る
区
域
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に
渡
来
及
び
生
息
す
る

鳥
類
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

特
別
保
護
地
区
の
管
理
方
針

ア

集
団
渡
来
地
の
保
護
区
と
し
て
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
及
び
ガ
ン
カ
モ
類
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
渡
り
鳥
の

生
息
環
境
の
保
護
を
図
る
た
め
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

イ

国
指
定
鳥
獣
保
護
区
管
理
員
等
に
よ
る
鳥
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
て
、
区
域
内
の
鳥
類
の
生
息

状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

ウ

鳥
類
を
驚
か
す
よ
う
な
人
の
不
用
意
な
行
動
、
ご
み
の
散
乱
等
に
よ
る
鳥
類
の
生
息
へ
の
影
響
を
防
止
す
る

た
め
、
現
場
の
巡
視
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地
域
住
民
等
と
連
携
協
力
し
た
普
及
啓
発
活
動

等
に
取
り
組
む
。

〇
国
土
交
通
省
告
示
第
千
三
百
二
十
四
号

船
舶
安
全
法
の
規
定
に
基
づ
く
事
業
場
の
認
定
に
関
す
る
規
則
（
昭
和
四
十
八
年
運
輸
省
令
第
四
十
九
号
）
第
十
一

条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
令
和
八
年
十
月
一
日
付
け
を
も
っ
て
次
の
製
造
事
業
場
の
認
定
が
、
そ
の
効
力
を
失
っ

た
の
で
、
同
規
則
第
十
二
条
の
規
定
に
基
づ
き
、
告
示
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

国
土
交
通
大
臣

井
林

辰
憲

事
業
場
の
名
称

事
業
場
の
所
在
地

認
定
に
係
る
物
件
の
範
囲

失
効
の
理
由

株
式
会
社
小
松
製
作
所

小
山
工
場

栃
木
県
小
山
市
横
倉
新
田

400番
地

内
燃
機
関
（
シ
リ
ン
ダ
の
径

が
180ミ

リ
メ
ー
ト
ル
未
満

の
も
の
に
限
る
。）

製
造
事
業
場
の
認
定
を
辞

退
し
た
た
め





令和年月日 金曜日 第号官 報
〇
環
境
省
告
示
第
五
十
一
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
内
に
次
の
よ
う
に
特
別
保
護
地
区
を

指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

指
定
さ
れ
た
特
別
保
護
地
区
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
は
、
環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

環
境
大
臣

笹
川

博
義

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称

井
土
浦
特
別
保
護
地
区

二

区
域

宮
城
県
仙
台
市
の
一
部
（
区
域
図
省
略
）

三

存
続
期
間

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
は
、
宮
城
県
仙
台
市
、
名
取
市
、
東
松
島
市
及
び
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
に
ま
た
が
っ
て
位

置
し
て
お
り
、
仙
台
市
か
ら
名
取
市
に
か
け
て
の
海
浜
地
帯
は
、
砂
浜
、
潟
湖
、
干
潟
、
ヨ
シ
原
等
、
多
様
な
自

然
環
境
と
防
潮
及
び
飛
砂
防
止
を
目
的
と
し
て
人
工
的
に
造
林
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
海
岸
林
と
が
調
和
し
た
非
常
に

美
し
い
景
観
を
持
っ
た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
及
び
ガ
ン
カ
モ
類
の
集
団
渡
来
地
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
多
く
の
水
鳥
類
の
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、塩
性
植
物
群
落
及
び
湿
性
植
物
群
落
の
発
達
が
見
ら
れ
、

希
少
な
動
植
物
の
生
息
地
及
び
生
育
地
に
な
っ
て
い
る
。

当
該
地
域
は
、
名
取
川
河
口
の
右
岸
か
ら
そ
の
北
側
約
四
キ
ロ
メ
ー
ト
ル
に
わ
た
っ
て
砂
浜
、
干
潟
、
潟
湖
、

河
口
、
塩
性
湿
地
が
広
が
っ
て
お
り
、
多
様
な
自
然
の
状
態
が
良
く
保
た
れ
て
い
る
。こ
の
た
め
、渡
り
鳥
に
と
っ

て
好
適
な
採
餌
及
び
休
息
の
条
件
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
、
特
に
渡
り
鳥

の
飛
来
数
が
多
い
区
域
で
あ
り
、
マ
ガ
モ
等
の
ガ
ン
カ
モ
類
、
ミ
ユ
ビ
シ
ギ
、
準
絶
滅
危
惧
の
ホ
シ
ハ
ジ
ロ
、
絶

滅
危
惧
Ⅱ
類
の
ハ
マ
シ
ギ
等
の
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
が
飛
来
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
特
に
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る
区
域
で
あ
る
こ

と
か
ら
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に
渡
来
及
び
生
息
す
る
鳥

類
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

特
別
保
護
地
区
の
管
理
方
針

ア

集
団
渡
来
地
の
保
護
区
と
し
て
、
ガ
ン
カ
モ
類
及
び
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
渡
り
鳥
の

生
息
環
境
の
保
護
を
図
る
た
め
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

イ

国
指
定
鳥
獣
保
護
区
管
理
員
等
に
よ
る
鳥
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
て
、
区
域
内
の
鳥
類
の
生
息

状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

ウ

鳥
類
を
驚
か
す
よ
う
な
人
の
不
用
意
な
行
動
、
ご
み
の
散
乱
等
に
よ
る
鳥
類
の
生
息
へ
の
影
響
を
防
止
す
る

た
め
、
現
場
の
巡
視
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地
域
住
民
等
と
連
携
協
力
し
た
普
及
啓
発
活
動

等
に
取
り
組
む
。

〇
環
境
省
告
示
第
五
十
二
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
内
に
次
の
よ
う
に
特
別
保
護
地
区
を

指
定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

指
定
さ
れ
た
特
別
保
護
地
区
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
は
、
環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

環
境
大
臣

笹
川

博
義

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称

広
浦
特
別
保
護
地
区

二

区
域

宮
城
県
名
取
市
の
一
部
（
区
域
図
省
略
）

三

存
続
期
間

令
和
九
年
四
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
は
、
宮
城
県
仙
台
市
、
名
取
市
、
東
松
島
市
及
び
宮
城
郡
七
ヶ
浜
町
に
ま
た
が
っ
て
位

置
し
て
お
り
、
仙
台
市
か
ら
名
取
市
に
か
け
て
の
海
浜
地
帯
は
、
砂
浜
、
潟
湖
、
干
潟
、
ヨ
シ
原
等
、
多
様
な
自

然
環
境
と
防
潮
及
び
飛
砂
防
止
を
目
的
と
し
て
人
工
的
に
造
林
さ
れ
た
ク
ロ
マ
ツ
海
岸
林
と
が
調
和
し
た
非
常
に

美
し
い
景
観
を
持
っ
た
地
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
及
び
ガ
ン
カ
モ
類
の
集
団
渡
来
地
と
な
っ
て
い
る
ほ

か
、
多
く
の
水
鳥
類
の
生
息
地
と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、塩
性
植
物
群
落
及
び
湿
性
植
物
群
落
の
発
達
が
見
ら
れ
、

希
少
な
動
植
物
の
生
息
地
及
び
生
育
地
に
な
っ
て
い
る
。

特
に
、
当
該
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
、
名
取
市
の
北
部
を
流
れ
る
増
田
川
河
口
と
川
内
沢
川
放
水
路
、八
間
堀
、

南
貞
山
運
河
が
流
入
す
る
広
浦
地
区
に
は
、
干
潟
、
潟
湖
、
河
口
、
塩
性
湿
地
、
ヨ
シ
原
等
、
多
様
な
自
然
要
素

が
比
較
的
狭
い
地
域
の
中
に
集
中
し
て
お
り
、
当
該
区
域
は
、
渡
り
鳥
に
と
っ
て
好
適
な
採
餌
及
び
休
息
の
た
め

の
条
件
が
整
っ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
環
境
省
第
五
次
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
お
い
て
絶
滅
危
惧
Ⅱ
類
に
選
定
さ
れ
て
い

る
ハ
マ
シ
ギ
及
び
キ
ン
ク
ロ
ハ
ジ
ロ
が
飛
来
す
る
な
ど
、
仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
、
特
に
渡
り
鳥
の
飛

来
数
が
多
い
区
域
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
、
仙
台
海
浜
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
特
に
保
護
を
図
る
必
要
が
あ
る
区
域
で
あ
る

こ
と
か
ら
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に
規
定
す
る
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に
渡
来
及
び
生
息
す
る

鳥
類
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

特
別
保
護
地
区
の
管
理
方
針

ア

集
団
渡
来
地
の
保
護
区
と
し
て
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
及
び
ガ
ン
カ
モ
類
を
は
じ
め
と
す
る
多
く
の
渡
り
鳥
の

生
息
環
境
の
保
護
を
図
る
た
め
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

イ

国
指
定
鳥
獣
保
護
区
管
理
員
等
に
よ
る
鳥
類
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
て
、
区
域
内
の
鳥
類
の
生
息

状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

ウ

鳥
類
を
驚
か
す
よ
う
な
人
の
不
用
意
な
行
動
、
ご
み
の
散
乱
等
に
よ
る
鳥
類
の
生
息
へ
の
影
響
を
防
止
す
る

た
め
、
現
場
の
巡
視
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
地
元
Ｎ
Ｇ
Ｏ
、
地
域
住
民
等
と
連
携
協
力
し
た
普
及
啓
発
活
動

等
に
取
り
組
む
。

〇
環
境
省
告
示
第
五
十
三
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
二
十
八
条
第
二
項
及
び
第
七
項
た
だ
し
書
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
よ
う
に
鳥
獣
保
護
区
を
変
更
し
及
び
そ

の
存
続
期
間
を
更
新
し
た
の
で
、
同
条
第
九
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り

公
示
す
る
。

変
更
さ
れ
た
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
は
、
環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省
の

ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

環
境
大
臣

笹
川

博
義

一

鳥
獣
保
護
区
の
名
称

屋
我
地
鳥
獣
保
護
区

二

区
域

沖
縄
県
名
護
市
及
び
国
頭
郡
今
帰
仁
村
の
一
部
（
区
域
図
省
略
）





漁
船
の
操
業
を
制
限
し
、
又
は
禁
止
し
た

区
域
の
名
称

損
失
補
償
を
行
う
期
間

損
失
補
償
申
請
書
を
提
出
す
べ

き
時
期

六
ヶ
所
対
空
射
撃
場
水
域

（
青
森
県
上
北
郡
六
ヶ
所
村
地
先
）

（
令
和
八
年
防
衛
省
告
示
第
百
五
十
五

号
）

令
和
八
年
七
月
一
日
か
ら
同

年
十
一
月
五
日
ま
で

令
和
八
年
十
一
月
六
日
か
ら

令
和
九
年
二
月
五
日
ま
で

令和年月日 金曜日 第号官 報
三

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

鳥
獣
保
護
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

鳥
獣
保
護
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
沖
縄
県
の
沖
縄
島
と
同
島
か
ら
北
西
に
突
き
出
し
た
本
部
半
島
の
間
に
位
置
し
、
屋
我
地
島
及

び
我
部
祖
河
川
下
流
域
の
陸
域
並
び
に
羽
地
内
海
及
び
屋
我
地
島
周
辺
の
海
域
か
ら
成
る
。
海
域
は
、
全
体
の
約

三
分
の
二
を
占
め
て
い
る
が
、
陸
域
周
辺
の
浅
海
域
は
干
潟
が
発
達
し
て
お
り
、
沿
岸
域
に
は
マ
ン
グ
ロ
ー
ブ
林

が
、
陸
域
に
は
畑
、
森
林
及
び
草
地
が
見
ら
れ
る
な
ど
、
多
様
な
自
然
環
境
が
存
在
し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
鳥
類
が
渡
来
し
て
、
干
潟

を
採
餌
場
所
及
び
休
息
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
屋
我
地
島
周
辺
海
域
に
見
ら
れ
る
岩
礁
に
は
、
ベ
ニ

ア
ジ
サ
シ
、
エ
リ
グ
ロ
ア
ジ
サ
シ
等
が
渡
来
し
、
繁
殖
地
及
び
休
息
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
特
に
ベ
ニ
ア
ジ

サ
シ
に
つ
い
て
は
、
千
羽
規
模
で
営
巣
し
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
南
西
諸
島
の
中
で
も
特
に
大
規
模
か
つ
重
要
な

集
団
営
巣
地
で
あ
る
。
こ
の
ほ
か
、
浅
海
域
に
は
海
草
類
が
分
布
し
、
ジ
ュ
ゴ
ン
の
食
痕
も
確
認
さ
れ
て
お
り
、

ジ
ュ
ゴ
ン
の
採
餌
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
。
ま
た
、
陸
域
は
サ
シ
バ
等
の
休
息
地
及
び
越
冬
地
と
な
っ
て

い
る
等
、
当
該
区
域
は
多
様
な
鳥
獣
に
よ
り
利
用
さ
れ
て
い
る
。

こ
の
よ
う
に
、
当
該
区
域
は
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
、
ベ
ニ
ア
ジ
サ
シ
、
エ
リ
グ
ロ
ア
ジ
サ
シ
等
の
渡
り
鳥
の
渡

来
地
等
と
し
て
重
要
で
あ
る
こ
と
か
ら
、
当
該
区
域
を
集
団
渡
来
地
の
保
護
区
と
し
て
、
法
第
二
十
八
条
第
一
項

に
規
定
す
る
鳥
獣
保
護
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に
生
息
す
る
鳥
獣
の
保
護
を
図
る
も
の
で
あ
る
。

鳥
獣
保
護
区
の
管
理
方
針

ア

集
団
渡
来
地
の
保
護
区
と
し
て
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
、
ベ
ニ
ア
ジ
サ
シ
、
エ
リ
グ
ロ
ア
ジ
サ
シ
等
の
生
息
環

境
の
保
護
を
図
る
た
め
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

イ

国
指
定
鳥
獣
保
護
区
管
理
員
等
に
よ
る
鳥
獣
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
て
、
当
該
区
域
内
の
鳥
獣
の

生
息
状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

ウ

無
秩
序
な
海
面
利
用
型
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
鳥
獣
の
繁
殖
や
生
息
へ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
ま

た
、
当
該
区
域
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
広
め
る
た
め
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
関
係
機
関
、
地
域
住
民
等

と
連
携
協
力
し
た
巡
視
や
普
及
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
む
。

〇
環
境
省
告
示
第
五
十
四
号

鳥
獣
の
保
護
及
び
管
理
並
び
に
狩
猟
の
適
正
化
に
関
す
る
法
律
（
平
成
十
四
年
法
律
第
八
十
八
号
。
以
下
「
法
」
と

い
う
。）第
二
十
九
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
屋
我
地
鳥
獣
保
護
区
の
区
域
内
に
次
の
よ
う
に
特
別
保
護
地
区
を
指

定
し
た
の
で
、
同
条
第
四
項
に
お
い
て
読
み
替
え
て
準
用
す
る
法
第
十
五
条
第
二
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

指
定
さ
れ
た
特
別
保
護
地
区
の
区
域
を
表
示
し
た
図
面
は
、
環
境
省
に
備
え
付
け
て
供
覧
す
る
と
と
も
に
、
環
境
省

の
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
に
掲
載
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

環
境
大
臣

笹
川

博
義

一

特
別
保
護
地
区
の
名
称

屋
我
地
特
別
保
護
地
区

二

区
域

沖
縄
県
名
護
市
及
び
国
頭
郡
今
帰
仁
村
の
一
部
（
区
域
図
省
略
）

三

存
続
期
間

令
和
八
年
十
一
月
一
日
か
ら
令
和
二
十
八
年
十
月
三
十
一
日
ま
で

四

特
別
保
護
地
区
の
保
護
に
関
す
る
指
針

特
別
保
護
地
区
の
指
定
区
分

集
団
渡
来
地
の
保
護
区

特
別
保
護
地
区
の
指
定
目
的

当
該
区
域
は
、
沖
縄
県
の
沖
縄
島
と
同
島
か
ら
北
西
に
突
き
出
し
た
本
部
半
島
の
間
に
位
置
す
る
羽
地
内
海
の

区
域
で
あ
る
。
干
潟
が
発
達
す
る
浅
海
域
で
、
環
境
省
が
作
成
し
た
第
四
次
レ
ッ
ド
リ
ス
ト
に
記
載
さ
れ
て
い
る

七
十
三
種
を
含
む
六
十
四
科
百
八
十
五
種
の
貝
類
が
確
認
さ
れ
て
い
る
等
、
多
様
か
つ
豊
富
な
底
生
生
物
が
生
息

し
て
い
る
。

こ
の
よ
う
な
自
然
環
境
を
反
映
し
て
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
を
は
じ
め
と
し
た
多
く
の
鳥
類
が
渡
来
し
て
、
干
潟

を
採
餌
場
所
及
び
休
息
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
ま
た
、
屋
我
地
島
周
辺
海
域
に
見
ら
れ
る
岩
礁
に
は
、
ベ
ニ

ア
ジ
サ
シ
、
エ
リ
グ
ロ
ア
ジ
サ
シ
等
が
渡
来
し
、
繁
殖
地
及
び
休
息
地
と
し
て
利
用
し
て
い
る
。
特
に
ベ
ニ
ア
ジ

サ
シ
に
つ
い
て
は
、
千
羽
規
模
で
営
巣
し
た
こ
と
が
あ
る
な
ど
、
南
西
諸
島
の
中
で
も
特
に
大
規
模
か
つ
重
要
な

集
団
営
巣
地
で
あ
る
。

こ
の
よ
う
に
、
屋
我
地
鳥
獣
保
護
区
の
中
で
も
、
羽
地
内
海
は
、
多
く
の
渡
り
鳥
が
渡
来
し
、
繁
殖
地
、
休
息

地
及
び
採
餌
場
所
と
し
て
利
用
さ
れ
て
い
る
こ
と
か
ら
、
特
に
重
要
な
区
域
と
し
て
、
法
第
二
十
九
条
第
一
項
に

規
定
す
る
特
別
保
護
地
区
に
指
定
し
、
当
該
区
域
に
渡
来
す
る
渡
り
鳥
及
び
そ
の
生
息
地
の
保
護
を
図
る
も
の
で

あ
る
。

特
別
保
護
地
区
の
管
理
方
針

ア

集
団
渡
来
地
の
保
護
区
と
し
て
、
シ
ギ
・
チ
ド
リ
類
、
ベ
ニ
ア
ジ
サ
シ
、
エ
リ
グ
ロ
ア
ジ
サ
シ
等
の
生
息
環

境
の
保
護
を
図
る
た
め
適
切
な
管
理
に
努
め
る
。

イ

国
指
定
鳥
獣
保
護
区
管
理
員
等
に
よ
る
鳥
獣
の
モ
ニ
タ
リ
ン
グ
調
査
等
を
通
じ
て
、
当
該
区
域
内
の
鳥
獣
の

生
息
状
況
の
把
握
に
努
め
る
。

ウ

無
秩
序
な
海
面
利
用
型
レ
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
に
よ
る
鳥
獣
の
繁
殖
や
生
息
へ
の
影
響
を
防
止
す
る
た
め
、
ま

た
、
当
該
区
域
の
重
要
性
に
つ
い
て
理
解
を
広
め
る
た
め
、
関
係
地
方
公
共
団
体
、
関
係
機
関
、
地
域
住
民
等

と
連
携
協
力
し
た
巡
視
や
普
及
啓
発
活
動
等
に
取
り
組
む
。

〇
環
境
省
告
示
第
五
十
五
号

平
成
二
十
三
年
三
月
十
一
日
に
発
生
し
た
東
北
地
方
太
平
洋
沖
地
震
に
伴
う
原
子
力
発
電
所
の
事
故
に
よ
り
放
出
さ

れ
た
放
射
性
物
質
に
よ
る
環
境
の
汚
染
へ
の
対
処
に
関
す
る
特
別
措
置
法
（
平
成
二
十
三
年
法
律
第
百
十
号
）
第
三
十

三
条
第
一
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
を
解
除
し
た
の
で
、
同
条
第
二
項
に
お
い
て
準
用

す
る
同
法
第
三
十
二
条
第
四
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
次
の
と
お
り
公
告
す
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

環
境
大
臣

笹
川

博
義

一

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
を
解
除
し
た
年
月
日

令
和
八
年
十
月
三
十
日

二

汚
染
状
況
重
点
調
査
地
域
の
指
定
を
解
除
し
た
区
域

福
島
県
の
区
域
の
う
ち
、
川
俣
町
（
除
染
特
別
地
域
に
係
る
区
域
を
除
く
。）の
区
域

〇
防
衛
省
告
示
第
二
百
六
十
五
号

自
衛
隊
法
施
行
規
則
（
昭
和
二
十
九
年
総
理
府
令
第
四
十
号
）
第
八
十
七
条
の
規
定
に
よ
り
、
漁
船
の
操
業
の
制
限

等
に
伴
う
損
失
補
償
を
行
う
期
間
及
び
損
失
補
償
申
請
書
を
提
出
す
べ
き
時
期
を
そ
れ
ぞ
れ
次
の
よ
う
に
定
め
る
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

防
衛
大
臣

小
泉
進
次
郎





国
会
事
項

人
事
異
動

皇
室
事
項

官
庁
報
告

公

告

令和年月日 金曜日 第号官 報

参

議

院

質
問
主
意
書
提
出

十
月
二
十
八
日
議
員
か
ら
次
の
質
問
主
意
書
が
提
出
さ

れ
た
。

我
が
国
の
が
ん
検
診
に
お
け
る
組
織
型
検
診
へ
の
転
換

及
び
デ
ー
タ
一
元
管
理
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
塩
村

あ
や
か
提
出
）（
第
一
五
号
）

妊
娠
初
期
の
女
性
の
保
護
と
母
性
健
康
管
理
指
導
事
項

連
絡
カ
ー
ド
の
早
期
周
知
等
に
関
す
る
質
問
主
意
書

（
塩
村
あ
や
か
提
出
）（
第
一
六
号
）

妊
娠
初
期
の
流
産
で
産
後
休
業
を
取
得
す
る
こ
と
が
で

き
な
い
問
題
等
の
改
善
に
関
す
る
質
問
主
意
書
（
塩
村

あ
や
か
提
出
）（
第
一
七
号
）

内

閣

宇
山

智
哉

木
村
泰
次
郎

北
川

洋

藤
原

章
夫

吉
田

博
史

三
井

靖
広

赤
堀

毅

渡
邉

洋
一

前
田

未
央

實
生

泰
介

特
命
全
権
大
使
に
任
命
す
る
（
各
通
）

梅
津

茂

特
命
全
権
公
使
に
任
命
す
る

山
元

裕
史

最
高
裁
判
所
判
事
に
任
命
す
る
（
以
上
十
月
二
十
七
日
）

〇
防
衛
大
臣
臨
時
代
理

国
務
大
臣

梨

康
弘

防
衛
大
臣
小
泉
進
次
郎
海
外
出
張
不
在
中
内
閣
法
第
十
条

の
規
定
に
よ
り
臨
時
に
防
衛
大
臣
の
職
務
を
行
う
国
務
大

臣
に
指
定
す
る
（
十
月
二
十
八
日
）

法

務

省

最
高
裁
判
所
判
事

安
浪

亮
介

検
察
官
適
格
審
査
会
委
員
に
任
命
す
る

同

平
木

正
洋

検
察
官
適
格
審
査
会
予
備
委
員
に
任
命
す
る
（
以
上
十
月

二
十
五
日
）

〇
定
年
退
官

札
幌
区
検
察
庁
副
検
事
山
崎
秀
行
は
、
検
察
庁
法
第
二

十
二
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
十
月
二
十
七
日
限
り
定
年

退
官

労

働

最
低
賃
金
の
改
正
決
定
に
関
す
る
公
示

大
阪
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
６
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
阪
府
自
動
車
・
同
附
属
品
製

造
業
最
低
賃
金
（
平
成
20年
大
阪
労
働
局
最
低
賃
金
公
示

第
６
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た

の
で
、
同
法
第
19条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
10
月
30
日大
阪
労
働
局
長
蒔
苗
浩
司

第
４
号
中
「
１
時
間
1194円

」
を
「
１
時
間
1256円

」
に
改
め
る
。
附
則

こ
の
決
定
は
、
令
和
８
年
12月
１
日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

大
阪
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
７
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
大
阪
府
電
子
部
品
・
デ
バ
イ

ス
・
電
子
回
路
、
電
気
機
械
器
具
、
情
報
通
信
機
械
器
具

製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
20年
大
阪
労
働
局
最
低
賃
金
公

示
第
４
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し

た
の
で
、同
法
第
19条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
10
月
30
日大
阪
労
働
局
長
蒔
苗
浩
司

第
４
号
中
「
１
時
間
1197円

」
を
「
１
時
間
1258円

」
に
改
め
る
。
附
則

こ
の
決
定
は
、
令
和
８
年
12月
１
日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

兵
庫
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
７
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
兵
庫
県
鉄
鋼
業
最
低
賃
金
（
平

成
20年
兵
庫
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
６
号
）
の
一
部
を

次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
19条

第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
10
月
30
日兵
庫
労
働
局
長
金
成
真
一

第
４
号
中
「
１
時
間
1180円

」
を
「
１
時
間
1231円

」
に
改
め
る
。
附
則

こ
の
決
定
は
、
令
和
８
年
12月
１
日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

島
根
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
島
根
県
自
動
車
（
新
車
）
小
売

業
最
低
賃
金
（
平
成
20年
島
根
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第

５
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正
す
る
決
定
を
し
た
の

で
、
同
法
第
19条
第
１
項
の
規
定
に
よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
10
月
30
日島
根
労
働
局
長
中
村
昭
彦

第
４
号
中
「
１
時
間
1069円

」
を
「
１
時
間
1105円

」
に
改
め
る
。

福
岡
労
働
局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号

最
低
賃
金
法
（
昭
和
34年

法
律
第
137号

）
第
15条

第
２
項
の
規
定
に
基
づ
き
、
福
岡
県
製
鉄
業
、
製
鋼
・
製
鋼

圧
延
業
、
鋼
材
製
造
業
最
低
賃
金
（
平
成
20年
福
岡
労
働

局
最
低
賃
金
公
示
第
２
号
）
の
一
部
を
次
の
よ
う
に
改
正

す
る
決
定
を
し
た
の
で
、
同
法
第
19条
第
１
項
の
規
定
に

よ
り
公
示
す
る
。

令
和
８
年
10
月
30
日福
岡
労
働
局
長
鈴
木
一
光

第
４
号
中
「
１
時
間
1176円

」
を
「
１
時
間
1238円

」
に
改
め
る
。
附
則

こ
の
決
定
は
、
令
和
８
年
12月
10日
か
ら
効
力
を
生
ず

る
。

諸

事

項工
場
財
団

大
阪
府
大
阪
市
中
央
区
道
修
町
三
丁
目
５
番
11号
袖
ケ

浦
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
株
式
会
社
の
袖
ケ
浦
市
中
袖
５
番
６

袖
ケ
浦
バ
イ
オ
マ
ス
発
電
所
の
機
械
、
器
具
等
を
追
加
す

る
変
更
登
記
申
請
に
係
る
動
産
に
つ
き
権
利
を
有
す
る

者
、
差
押
、
仮
差
押
又
は
仮
処
分
債
権
者
は
、
本
日
か
ら

32日
以
内
に
権
利
を
申
し
出
て
下
さ
い
。

令
和
８
年
10
月
30
日千
葉
地
方
法
務
局
木
更
津
支
局

認
証
官
任
命
式

十
月
二
十
七
日
午
後
七
時
四
十
分
、
宮
中
に
お
い
て
、

特
命
全
権
大
使
宇
山
智
哉
、
同
木
村
泰
次
郎
、同
北
川
洋
、

同
藤
原
章
夫
、
同
吉
田
博
史
、
同
三
井
靖
広
、同
赤
堀
毅
、

同
渡

洋
一
、
同
前
田
未
央
、
同
實
生
泰
介
及
び
最
高
裁

判
所
判
事
山
元
裕
史
の
認
証
官
任
命
式
が
行
わ
れ
た
。

御
祝
電

天
皇
陛
下
は
、
ト
ル
コ
の
共
和
国
記
念
日
に
つ
き
、
十

月
二
十
八
日
同
国
大
統
領
閣
下
へ
御
祝
電
を
発
せ
ら
れ

た
。

御
答
信

天
皇
陛
下
か
ら
九
月
十
八
日
マ
ル
タ
大
統
領
閣
下
へ
発

せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
十
月
十
三
日
御
答
信
が
あ
っ

た
。天

皇
陛
下
か
ら
九
月
十
六
日
ハ
ン
ガ
リ
ー
大
統
領
閣
下

へ
発
せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
十
月
十
五
日
御
答
信
が

あ
っ
た
。

天
皇
陛
下
か
ら
八
月
十
四
日
ガ
ボ
ン
大
統
領
閣
下
へ
発

せ
ら
れ
た
御
祝
電
に
対
し
、
十
月
十
九
日
御
答
信
が
あ
っ

た
。





令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

相続財産清算人の選任及び相
続権主張の催告





令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

公 示 催 告






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

失踪に関する届出の催告

失 踪 宣 告

除 権 決 定

破産手続開始






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始及び免責許可申
立てに関する意見申述期間






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

破産手続開始・破産手続廃止
及び免責許可申立てに関する
意見申述期間






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

破産債権の届出期間及び一般
調査期日






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

破産債権の特別調査期日

書面による計算報告






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

特別清算開始
令和８年（ヒ）第１００３号
札幌市東区北４４条東１丁目１番２４号
清算株式会社 カーライフシステム株式会社
代表清算人 由岐 和広
１ 決定年月日 令和８年１０月１６日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

札幌地方裁判所民事第４部
令和８年（ヒ）第１７号
金沢市新神田２丁目１－２８
清算株式会社 北陸スポーツ振興協議会株式会
社
代表清算人 中野 秀光
１ 決定年月日 令和８年１０月１６日
２ 主文 清算株式会社につき特別清算の開始を
命ずる。

金沢地方裁判所民事部

特別清算終結
令和８年（ヒ）第１０１号
鹿児島市下荒田四丁目６番１号２階
清算株式会社 株式会社ＩＨ商店
１ 決定年月日 令和８年１０月１５日
２ 主文 本件特別清算手続を終結する。

鹿児島地方裁判所民事第３部
小規模個人再生による再生手
続開始






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による書面決
議に付する決定






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報






令
和

年


月


日
金
曜
日

第




号

官
報

小規模個人再生による再生手
続廃止

給与所得者等再生による再生
手続開始

給与所得者等再生による再生
計画案についての意見聴取

所有者不明土地及び建物管理
命令に関する異議の催告

所有者不明土地管理命令に関
する異議の催告






令和年月日 金曜日 第号官 報

会
社
そ
の
他
の
公
告

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
六
日

掲
載
頁

七
十
六
頁
（
号
外
第
二
二
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

茨
城
県
水
戸
市
笠
原
町
一
一
九
六
番
地
の
一
五

（
甲
）
株
式
会
社
ノ
ー
ブ
ル
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

八
木

健
次

茨
城
県
水
戸
市
笠
原
町
一
一
九
九
番
地
の
一
Ｏ
Ｕ

Ｔ
Ｌ
Ｏ
Ｏ
Ｋ
Ｋ
Ａ
Ｓ
Ａ
Ｈ
Ａ
Ｒ
Ａ
一
階

（
乙
）
株
式
会
社
ス
テ
ー
ジ
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

代
表
取
締
役

福
井

英
治

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
七
日

掲
載
頁

八
十
七
頁
（
号
外
第
二
〇
八
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
七
日

掲
載
頁

八
十
七
頁
（
号
外
第
二
〇
八
号
）

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
七
日

掲
載
頁

八
十
七
頁
（
号
外
第
二
〇
八
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

栃
木
県
宇
都
宮
市
下
戸
祭
一
丁
目
五
番
一
〇
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
影
澤
三
左
衛
門
商
店

代
表
取
締
役

影
澤

俊
和

栃
木
県
宇
都
宮
市
峰
一
丁
目
一
三
番
一
七
号

（
乙
）
株
式
会
社
え
が
お
の
国

代
表
取
締
役

影
澤

康
子

栃
木
県
宇
都
宮
市
御
幸
ケ
原
町
一
三
六
番
地
四
二

（
丙
）
株
式
会
社
ま
ど
か
の
森

代
表
取
締
役

影
澤

俊
和

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
両
社
の

株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
八
月
二
十
五
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
八
月
六
日

掲
載
頁

八
十
五
頁
（
号
外
第
一
七
七
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
九
日

掲
載
頁

五
十
九
頁
（
号
外
第
二
〇
一
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
大
田
区
西
蒲
田
八
丁
目
二
番
一
二
号

（
甲
）
株
式
会
社
く
ら
し
の
友

代
表
取
締
役

伴

久
之

東
京
都
町
田
市
木
曽
東
三
丁
目
三
五
番
三
三
号

（
乙
）
株
式
会
社
シ
モ
ン

代
表
取
締
役

伴

久
之

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
甲
は
会

社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
、
乙
及
び
丙
は
同
第
七
八
四
条

第
一
項
に
基
づ
き
株
主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
合
併

を
決
定
し
て
お
り
ま
す
。
ま
た
、
甲
は
乙
及
び
丙
の
全
株

式
を
所
有
し
て
い
ま
す
の
で
、
こ
の
合
併
に
よ
る
甲
の
新

株
式
の
発
行
及
び
資
本
金
の
額
の
増
加
は
い
た
し
ま
せ

ん
。こ

の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
、
有
価
証
券
報
告
書
提

出
済
み
。

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
三
日

掲
載
頁

六
十
二
頁
（
号
外
第
六
十
二
号
）

（
丙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
二
十
三
日

掲
載
頁

五
十
三
頁
（
号
外
第
六
十
二
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
品
川
区
大
崎
二
丁
目
一
番
一
号

（
甲
）
住
友
重
機
械
工
業
株
式
会
社

代
表
取
締
役

渡
部

敏
朗

東
京
都
品
川
区
西
品
川
一
丁
目
一
番
一
号

（
乙
）
住
友
重
機
械
搬
送
シ
ス
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

斎
藤

信
也

東
京
都
品
川
区
西
品
川
一
丁
目
一
番
一
号

（
丙
）
住
友
重
機
械
建
機
ク
レ
ー
ン
株
式
会
社

代
表
取
締
役

石
田

和
久

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の

で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
日

掲
載
頁

二
二
六
頁
（
号
外
第
一
四
九
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
四
月
十
七
日

掲
載
頁

三
十
九
頁
（
号
外
第
九
十
一
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
二
丁
目
一
番
一
号

（
甲
）
三
井
不
動
産
ビ
ル
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
株
式

会
社

代
表
取
締
役

田

直
生

東
京
都
中
央
区
日
本
橋
室
町
二
丁
目
一
番
一
号

（
乙
）
株
式
会
社
Ｎ
Ｂ
Ｆ
オ
フ
ィ
ス
マ
ネ
ジ
メ

ン
ト

代
表
取
締
役

瀬
戶

幸
司





令和年月日 金曜日 第号官 報
合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://lo

a
d
sta
rin
v
estm

en
ts.co

m

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
八
日

掲
載
頁

一
〇
二
頁
（
号
外
第
一
〇
三
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
九
番
一
三
号

（
甲
）
ロ
ー
ド
ス
タ
ー
イ
ン
ベ
ス
ト
メ
ン
ツ
株

式
会
社

代
表
取
締
役

久
保

直
之

東
京
都
中
央
区
銀
座
一
丁
目
九
番
一
三
号

（
乙
）
Ｈ
Ｄ
Ｉ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

成
田

洋

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
三
十
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
三
十
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
九
番
一
号

（
甲
）
Ｂ
Ｃ

Ｒ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
橋

健
太

大
阪
市
鶴
見
区
今
津
北
四
丁
目
八
番
一
八
号

（
乙
）
株
式
会
社
ミ
ラ
イ
フ
サ
ポ
ー
ト

代
表
取
締
役

近
藤

賢
治

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
三
十
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
三
十
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
九
番
一
号

（
甲
）
Ｂ
Ｃ

Ｒ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
橋

健
太

大
阪
市
中
央
区
久
太
郎
町
三
丁
目
一
番
二
六
号
ミ

ラ
イ
フ
本
町
ビ
ル

（
乙
）
株
式
会
社
ミ
ラ
イ
フ

代
表
取
締
役

近
藤

賢
治

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
三
十
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
三
十
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
九
番
一
号

（
甲
）
Ｂ
Ｃ

Ｒ
Ｒ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
橋

健
太

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
九
番
一
号

（
乙
）
Ｂ
Ｃ

Ｒ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
橋

健
太

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
及
び
丙
の
権
利
義
務
全

部
を
承
継
し
て
存
続
し
乙
及
び
丙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い

た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
赤
松
町
七
番
五
七

四
一
一
号

（
甲
）
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

Ｆ
ｉ
ｆ
ｔ
ｈ
合
同
会
社

代
表
社
員

Ｕ
ｒ
ｊ
ａ
Ｎ
ｉ
ｎ
ｔ
ｈ
Ｂ
．
Ｖ
．

職
務
執
行
者

小
林

雅
人

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
赤
松
町
七
番
五
七

四
一
一
号

（
乙
）
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

Ｆ
ｏ
ｕ
ｒ
ｔ
ｈ
合
同

会
社

代
表
社
員

Ｕ
ｒ
ｊ
ａ
Ｆ
ｏ
ｕ
ｒ
ｔ
ｈ
Ｂ
．
Ｖ
．

職
務
執
行
者

小
林

雅
人

神
奈
川
県
茅
ヶ
崎
市
赤
松
町
七
番
五
七

四
一
一
号

（
丙
）
Ｅ
ｎ
ｅ
ｒ
ｇ
ｙ

Ｔ
ｒ
ｉ
ｔ
ｉ
ｙ
ａ
合

同
会
社

清
算
人

小
林

雅
人

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.82lea

se.co
.jp
/p
u
b
lic -

n
o
tice.h

tm
l

（
乙
）
掲
載

信
濃
毎
日
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
十
三
頁

令
和
八
年
十
月
三
十
日

長
野
市
大
字
中
御
所
岡
田
二
一
八
番
地
一
四

（
甲
）
八
十
二
リ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
野

健
光

長
野
県
松
本
市
大
手
二
丁
目
二
番
一
六
号

（
乙
）
株
式
会
社
な
が
ぎ
ん
リ
ー
ス

代
表
取
締
役

徳
武

勝
男

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
八
日

掲
載
頁

六
十
八
頁
（
号
外
第
二
一
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
七
丁
目
一
番
一
九
号

（
甲
）
山
藤
運
送
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
中

亮
善

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
七
丁
目
一
番
一
九
号

（
乙
）
ブ
ル
ー
ロ
ジ
テ
ム
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
中

亮
善

合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部
を
承

継
し
て
存
続
し
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

掲
載
頁

九
十
一
頁
（
号
外
第
二
三
二
号
）

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
二
日

掲
載
頁

九
十
二
頁
（
号
外
第
二
三
二
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

福
岡
県
宗
像
市
池
田
一
六
二
五
番
地
一

（
甲
）
フ
ロ
ン
テ
ッ
ク
Ｐ
Ｒ
Ｏ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

武
田

宜
臣

福
岡
県
宗
像
市
池
田
一
七
四
〇
番
地

（
乙
）
フ
ロ
ン
テ
ッ
ク
販
売
株
式
会
社

代
表
取
締
役

武
田

宜
臣

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
か
ら
、
イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
大
森
店
、
ア
リ
オ
市
原
店
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ

ド
ー
大
和
鶴
間
店
、
ア
リ
オ
八
尾
店
、
ア
リ
オ
亀
有
店
、

ア
リ
オ
橋
本
店
、
ア
リ
オ
深
谷
店
、ア
リ
オ
柏
店
、イ
ト
ー

ヨ
ー
カ
ド
ー
三
島
店
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
八
王
子
店
、

イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
立
場
店
、
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
ド
ー
明
石

店
、
ア
リ
オ
川
口
店
、
ア
リ
オ
札
幌
店
及
び
ア
リ
オ
鷲
宮

店
に
つ
い
て
、
令
和
八
年
四
月
一
日
付
、
同
七
月
一
日
付

及
び
同
八
月
一
日
付
で
効
力
発
生
し
た
各
吸
収
分
割
に
よ

り
乙
か
ら
甲
に
承
継
済
み
の
不
動
産
管
理
事
業
及
び
テ
ナ

ン
ト
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
並
び
に
ア
リ
オ
上
尾
店
に

つ
い
て
令
和
八
年
十
一
月
一
日
付
で
効
力
発
生
す
る
吸
収

分
割
に
よ
り
乙
か
ら
甲
に
承
継
す
る
不
動
産
管
理
事
業
及

び
テ
ナ
ン
ト
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
に
追
加
し
て
、
当

該
店
舗
に
係
る
同
事
業
に
関
す
る
一
部
の
権
利
義
務
を
、

そ
れ
ぞ
れ
承
継
し
、
乙
は
こ
れ
ら
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
一
日

掲
載
頁

二
頁

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
五
月
二
十
一
日

掲
載
頁

三
頁

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
品
川
区
南
大
井
六
丁
目
二
七
番
一
八
号

（
甲
）
株
式
会
社
ク
リ
エ
イ
ト
リ
ン
ク

代
表
取
締
役

井
上

了
德

東
京
都
千
代
田
区
二
番
町
八
番
地
八

（
乙
）
株
式
会
社
イ
ト
ー
ヨ
ー
カ
堂

代
表
取
締
役

真
船

幸
夫





令和年月日 金曜日 第号官 報
吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
、
日
本
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社
（
乙
、
東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
丁
目

一
七
番
八
号
）
が
ク
リ
エ
ー
シ
ョ
ン
事
業
及
び
ソ
リ
ュ
ー

シ
ョ
ン
事
業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
の
一
部
を
承
継

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
当
社

の
株
主
総
会
の
承
認
決
議
は
令
和
八
年
八
月
二
十
八
日
に

終
了
し
て
お
り
ま
す
。

ま
た
、
効
力
発
生
日
を
も
っ
て
、
甲
は
日
本
エ
ン
タ
ー

プ
ラ
イ
ズ
株
式
会
社
に
、
乙
は
日
本
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ

グ
ル
ー
プ
株
式
会
社
に
そ
れ
ぞ
れ
商
号
を
変
更
す
る
予
定

で
す
。

こ
の
吸
収
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
渋
谷
区
渋
谷
一
丁
目
一
七
番
八
号

日
本
エ
ン
タ
ー
プ
ラ
イ
ズ
分
割
準
備
株
式
会
社

代
表
取
締
役
社
長

杉
山

浩
一

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
営
む
パ
ソ
コ
ン

教
室
運
営
事
業
、各
種
資
格
取
得
教
育
事
業
、Ｗ
Ｅ
Ｂ
サ
ー

ビ
ス
事
業
、
Ｗ
Ｅ
Ｂ
運
営
事
業
、
シ
ス
テ
ム
開
発
事
業
、

印
刷
・
製
本
事
業
、
事
務
用
品
販
売
事
業
、
及
び
オ
フ
ィ

ス
ト
ー
タ
ル
ソ
リ
ュ
ー
シ
ョ
ン
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承

継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載
紙

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
三
十
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
九
番
一
号

（
甲
）
Ｂ
ｏ
ｏ
ｓ
ｔ

Ｍ
ｉ
ａ
ｍ
ｉ

３
株
式

会
社

代
表
取
締
役

髙
橋

健
太

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
五
丁
目
九
番
一
号

（
乙
）
Ｂ
Ｃ

Ｒ
Ｒ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
橋

健
太

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
株
式
会
社
ｏ
ｖ
ｅ

ｒ
ｆ
ｌ
ｏ
ｗ
（
乙
、
住
所
東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
一

番
二
一
号
）
の
リ
テ
ー
ナ
ー
事
業
及
び
Ｄ
Ｒ
プ
ラ
ッ
ト

フ
ォ
ー
ム
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
会
社

法
第
七
百
九
十
六
条
第
一
項
の
規
定
に
よ
り
、
当
社
の
株

主
総
会
の
承
認
決
議
を
経
ず
に
行
い
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）h

ttp
s://k
.secu

re.freee.co
.jp
/

co
m
p
a
n
ies/35917/a

n
n
o
u
n
ces

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
新
宿
区
四
谷
三
栄
町
二
番
一
四
号

株
式
会
社
Ｏ
ｆ
ｆ
ｅ
ｒ
ｓ

代
表
取
締
役

鈴
木

裕
斗

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）
は
、
吸
収
分
割
に
よ
り
八
十
二
リ
ー
ス
株

式
会
社
（
乙
、
長
野
市
大
字
中
御
所
岡
田
二
一
八
番
地
一

四
）
の
車
両
リ
ー
ス
事
業
及
び
そ
の
付
帯
事
業
に
関
す
る

権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）h

ttp
s://w

w
w
.82lea

se.co
.jp
/p
u
b
lic -

n
o
tice.h

tm
l

（
乙
）h

ttp
s://w

w
w
.82lea

se.co
.jp
/p
u
b
lic -

n
o
tice.h

tm
l

令
和
八
年
十
月
三
十
日

長
野
市
大
字
中
御
所
岡
田
二
一
八
番
地
一
四

八
十
二
オ
ー
ト
リ
ー
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

髙
野

健
光

吸
収
分
割
公
告

債
権
者
及
び
株
主
等
関
係
者

各
位

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
す
べ
て
の
事
業

に
関
す
る
権
利
義
務
の
一
部
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

（
乙
）
掲
載

日
刊
工
業
新
聞

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
六
日

掲
載
頁

二
頁

令
和
八
年
十
月
三
十
日

京
都
府
宮
津
市
字
島
崎
二
〇
三
九
番
地
の
四

（
甲
）
株
式
会
社
ア
ネ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

馬
越

優

京
都
府
宮
津
市
字
島
崎
二
〇
三
九
番
地
の
四

（
乙
）
株
式
会
社
茶
六
別
館

代
表
取
締
役

馬
越

優

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
資
産
管
理
事
業

の
一
部
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
八
日

掲
載
頁

六
十
八
頁
（
号
外
第
二
一
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
七
丁
目
一
番
一
九
号

（
甲
）
山
藤
運
送
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
中

亮
善

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
七
丁
目
二
番
五
号

（
乙
）
エ
ス
エ
ー
エ
ル
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
中

亮
善

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
資
産
管
理
事
業

の
一
部
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
八
日

掲
載
頁

六
十
八
頁
（
号
外
第
二
一
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
七
丁
目
一
番
一
九
号

（
甲
）
山
藤
運
送
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
中

亮
善

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
七
丁
目
一
番
一
九
号

（
乙
）
エ
ス
エ
ー
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
中

亮
善

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
の
資
産
管
理
事
業

の
一
部
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承
継

さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
・
乙
）

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
八
日

掲
載
頁

六
十
八
頁
（
号
外
第
二
一
〇
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
七
丁
目
一
番
一
九
号

（
甲
）
山
藤
運
送
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
中

亮
善

大
阪
市
住
之
江
区
南
港
中
七
丁
目
一
番
一
九
号

（
乙
）
山
藤
サ
ー
ビ
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

坂
中

亮
善

吸
収
分
割
公
告

当
社
（
甲
）は
、吸
収
分
割
に
よ
り
株
式
会
社

田（
乙
、

住
所
広
島
市
安
佐
南
区
山
本
五
丁
目
七
一
番
七
号
）
の
不

動
産
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載

千
葉
日
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

掲
載
頁

十
三
頁

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

掲
載
頁

七
十
一
頁
（
号
外
第
二
三
四
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

広
島
市
西
区
己
斐
上
四
丁
目
一
八
番
九
号

株
式
会
社
Ｓ
Ｔ
Ｃ

代
表
取
締
役

田
口

智
章

吸
収
分
割
公
告

左
記
会
社
は
吸
収
分
割
し
て
甲
は
乙
が
営
む
全
て
の
事

業
に
関
し
て
有
す
る
権
利
義
務
を
承
継
し
乙
は
そ
れ
を
承

継
さ
せ
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
掲
載
紙

毎
日
新
聞
北
九
州
版

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
六
日

掲
載
頁

二
十
一
頁

（
乙
）
掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

二
一
二
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

北
九
州
市
門
司
区
小
森
江
三
丁
目
一
二
番
一
〇
号

（
甲
）
株
式
会
社
九
鉄
ビ
ル
ト

代
表
取
締
役

大
音

吉
広

福
岡
市
博
多
区
吉
塚
本
町
一
三
番
一
〇
九
号

（
乙
）
Ｊ
Ｒ
九
州
住
宅
株
式
会
社

代
表
取
締
役

島
野

英
明





令和年月日 金曜日 第号官 報

効
力
発
生
日
変
更
公
告

左
記
会
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
二
日
予
定
の
吸
収
分

割
の
効
力
発
生
日
を
令
和
八
年
十
二
月
十
一
日
に
変
更
い

た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
六
丁
目
一
七
番
一
〇
号
西

新
宿
プ
ラ
イ
ム
ビ
ル
七
階

（
甲
）
株
式
会
社
日
本
医
療
Ｄ
Ｘ

代
表
取
締
役

立
石

周
諭

東
京
都
中
央
区
銀
座
七
丁
目
一
三
番
二
一
号
銀
座

新
六
洲
ビ
ル
二
階

（
乙
）
株
式
会
社
キ
ャ
ン
バ
ス

代
表
取
締
役

大
城

哲
也

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
百
九
十
万
円
減
少
し
六
百

万
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
港
区
六
本
木
三
丁
目
一
番
三
〇
号
六
階

Ｖ
Ｙ
Ｂ
Ｅ
Ａ

Ｅ
Ｎ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
Ａ
Ｉ
Ｎ
Ｍ
Ｅ
Ｎ

Ｔ
＆
Ａ
Ｉ

Ｔ
Ｅ
Ｃ
Ｈ
Ｎ
Ｏ
Ｌ
Ｏ
Ｇ
Ｙ

Ｊ
Ａ

Ｐ
Ａ
Ｎ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

猪
瀬
さ
や
か

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
万
円
減
少
し
七
千
万
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
で
あ
り
、
株
主

総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
九
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://m

a
n
eb
i.co
.jp
/co
rp
/

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
新
宿
区
西
新
宿
二
丁
目
六
番
一
号

株
式
会
社
ｍ
ａ
ｎ
ｅ
ｂ
ｉ

代
表
取
締
役

田
島

智
也

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
２
２

（
住
所
埼
玉
県
狭
山
市
狭
山
四
二
番
一
七
号
）
に
対
し
て

当
社
の
不
動
産
賃
貸
事
業
、
太
陽
光
発
電
事
業
及
び
ヘ
ア

カ
ラ
ー
事
業
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ
と
に

い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

千
葉
日
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
七
日

掲
載
頁

十
七
頁

令
和
八
年
十
月
三
十
日

埼
玉
県
狭
山
市
狭
山
四
二
番
一
七
号

株
式
会
社
一
輝
Ｃ
ｏ
ｒ
ｐ
ｏ
ｒ
ａ
ｔ
ｉ
ｏ
ｎ

代
表
取
締
役

相
原

一
仁

新
設
分
割
公
告

当
社
は
、
新
設
分
割
に
よ
り
新
設
す
る
株
式
会
社
Ｄ

Ｂ

Ｗ
ａ
ｙ
（
住
所
東
京
都
台
東
区
上
野
七
丁
目
一
一
番

一
〇
号
）
に
対
し
て
当
社
の
資
産
管
理
事
業
及
び
不
動
産

管
理
事
業
の
一
部
に
関
す
る
権
利
義
務
を
承
継
さ
せ
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

こ
の
会
社
分
割
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

千
葉
日
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
六
日

掲
載
頁

十
三
頁

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
台
東
区
上
野
六
丁
目
七
番
九
号

株
式
会
社
ド
リ
ー
ム
・
ボ
ッ
ク
ス

代
表
取
締
役

吉
住

敦
利

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
世
田
谷
区
経
堂
一
丁
目
一
五
番
二
二
号

キ
ョ
ウ
ド
ウ
ゲ
ー
ト
一
〇
二合

同
会
社
ロ
ス
ト
ロ
ス

代
表
社
員

千
田
杜
真
寿

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
し
て
商
号
を
株
式
会

社
Ｒ
チ
ェ
ン
ジ
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
中
央
区
築
地
三
丁
目
九
番
一
〇
号
築
地
ビ

ル
九
階

Ｒ
チ
ェ
ン
ジ
合
同
会
社

代
表
社
員

朱

振
彦

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
目
黒
区
洗
足
二
丁
目
八
番
三
四
号
ア
ン

バ
ー
洗
足
二
階

合
同
会
社
リ
シ
ェ
ス

代
表
社
員

堤

彩
子

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

大
阪
市
淀
川
区
西
中
島
三
丁
目
二
一

一
三

五

〇
三

合
同
会
社
カ
ー
ミ
セ
ン
ス

代
表
社
員

京
田

康
平

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

大
阪
府
大
阪
市
北
区
西
天
満
三
丁
目
五
番
二
号
ク

リ
エ
西
天
満
ビ
ル
六
〇
二
号

合
同
会
社
エ
ク
セ
レ
ン
ト

代
表
社
員

澤
入

大
介

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

大
阪
府
大
阪
市
北
区
中
崎
西
一
丁
目
一
一

一
七

合
同
会
社
オ
ー
エ
ヌ
ー
ケ
ー

代
表
社
員

西
田

昭
二

組
織
変
更
公
告

当
社
は
、
株
式
会
社
に
組
織
変
更
す
る
こ
と
に
い
た
し

ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
九
年
一
月
一
日
で
あ
り
、
組
織
変

更
後
の
商
号
は
株
式
会
社
リ
ベ
ル
テ
と
し
ま
す
。

こ
の
組
織
変
更
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

熊
本
県
熊
本
市
東
区
長
嶺
東
二
丁
目
三
六
番
六
号

合
同
会
社
リ
ベ
ル
テ

代
表
社
員

松
隈

昌
平

効
力
発
生
日
変
更
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
日
予
定
の
吸
収
合
併
の

効
力
発
生
日
を
令
和
八
年
十
一
月
二
十
四
日
に
変
更
い
た

し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

埼
玉
県
さ
い
た
ま
市
浦
和
区
針
ヶ
谷
一
丁
目
八
番

一
八
号

株
式
会
社
共
瑩

代
表
取
締
役

星
野

二
郎

効
力
発
生
日
変
更
公
告

左
記
会
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
一
日
予
定
の
吸
収
合

併
の
効
力
発
生
日
を
令
和
八
年
十
一
月
三
十
日
に
変
更
い

た
し
ま
し
た
の
で
公
告
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
目
八
番
一
号
八
重
洲
中

央
ビ
ル
七
階

（
甲
）
株
式
会
社
コ
コ
カ
ラ
・
ト
ラ
ス
ト

代
表
取
締
役

村
尾

龍
英

東
京
都
中
央
区
京
橋
二
丁
目
八
番
一
号
八
重
洲
中

央
ビ
ル
七
階（

乙
）
株
式
会
社
イ
ン
・
ザ
・
ゾ
ー
ン

代
表
取
締
役

伊
藤

隆
太

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
五
億
二
千
万
円
減
少
し
、

ま
た
、
令
和
八
年
十
月
三
十
日
か
ら
令
和
八
年
十
二
月
三

日
ま
で
の
日
を
払
込
期
日
又
は
払
込
期
間
と
す
る
募
集
株

式
の
発
行
が
あ
っ
た
場
合
に
は
、
資
本
金
の
額
を
当
該
募

集
株
式
の
発
行
に
よ
り
増
加
す
る
資
本
金
の
額
と
同
額
分

減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://su

sten
.jp

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
一
丁
目
三
番
一
号
東
京
虎
ノ

門
グ
ロ
ー
バ
ル
ス
ク
エ
ア

株
式
会
社
ｓ
ｕ
ｓ
ｔ
ｅ
ｎ
キ
ャ
ピ
タ
ル
・
マ
ネ

ジ
メ
ン
ト

代
表
取
締
役

岡
野

大





合
併
公
告

左
記
会
社
は
合
併
し
て
甲
は
乙
の
権
利
義
務
全
部

を
承
継
し
て
存
続
し
、
乙
は
解
散
す
る
こ
と
に
い
た

し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
を
予
定
し

て
お
り
ま
す
。

こ
の
合
併
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ

い
。な

お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
要
旨
は
左
記
の
と
お

り
で
す
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

徳
島
県
阿
南
市
那
賀
川
町
上
福
井
南
川
渕
一

六
八
番
地
八

（
甲
）
株
式
会
社
新
星

代
表
取
締
役

松
田

敦

徳
島
県
徳
島
市
川
内
町
米
津
二
六
番
地
二

（
乙
）
株
式
会
社
ト
ラ
ス
ト
セ
ー
フ
テ
ィ

代
表
取
締
役

〆
垣

英
雄

第 49 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 30 日
徳島県阿南市那賀川町上福井南川渕
168番地８

株式会社新星
代表取締役 松田 敦

貸借対照表の要旨
(令和７年９月30日現在) (単位：千円)

科 目 金 額
資
産
の
部
流 動 資 産 19,320
固 定 資 産 5,067
合 計 24,387

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 25,976
固 定 負 債 3,654
株 主 資 本 5,243
資 本 金 10,000
利 益 剰 余 金 15,243
その他利益剰余金 15,243
(うち当期純損失) (6,165)
合 計 24,387

第 ８ 期 決 算 公 告
令和８年 10 月 30 日

徳島県徳島市川内町米津26番地２
株式会社トラストセーフティ

代表取締役 〆垣 英雄
貸借対照表の要旨

(令和８年７月31日現在) (単位：千円)
科 目 金 額

資
産
の
部
流 動 資 産 17,149
固 定 資 産 5,547
合 計 22,697

負
債
及
び

純
資
産
の
部

流 動 負 債 10,773
株 主 資 本 11,923
資 本 金 6,000
利 益 剰 余 金 5,923
その他利益剰余金 5,923
(うち当期純損失) (985)
合 計 22,697

令和年月日 金曜日 第号官 報
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
一
億
円
減
少
し
一
億
円
と
す

る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。
な
お
、
減
少
す
る
額
の
全
部

を
資
本
準
備
金
と
い
た
し
ま
す
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
日
に
終
了

し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
七
月
三
日

掲
載
頁

二
〇
九
頁
（
号
外
第
一
四
九
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
中
央
区
湊
二
丁
目
八
番
七
号

日
本
光
陽
株
式
会
社

代
表
取
締
役

楊

若
木

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
五
億
七
千
九
百
九
十
七
万
三

千
三
百
五
十
円
減
少
し
五
億
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま

し
た
。

た
だ
し
、
令
和
八
年
十
一
月
十
一
日
に
予
定
す
る
募
集

株
式
の
発
行
に
よ
り
資
本
金
の
額
が
一
億
円
増
加
す
る
こ

と
を
前
提
と
し
て
お
り
ま
す
。

効
力
の
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
四
日
で
あ
り
、
株

主
総
会
の
決
議
は
令
和
八
年
十
月
二
十
七
日
に
終
了
し
て

お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
四
日

掲
載
頁

二
〇
七
頁
（
号
外
第
一
三
九
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

横
浜
市
港
北
区
新
羽
町
一
二
一
五
番
地

オ
ー
タ
ッ
ク
ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

富
田

周
敬

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
一
億
八
千
七
百
五
十
万
十
四
円

を
一
億
七
百
五
十
万
十
四
円
減
少
し
、
減
少
額
全
額
を
そ

の
他
資
本
剰
余
金
に
振
り
替
え
る
こ
と
に
致
し
ま
し
た
。

効
力
発
生
日
は
令
和
八
年
十
二
月
一
日
を
予
定
し
て
お
り

ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

掲
載
紙

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日

掲
載
頁

一
九
一
頁
（
号
外
第
二
三
三
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

京
都
市
左
京
区
吉
田
橘
町
三
二
番
地

Ｃ
ｙ
ｎ

Ｋ
バ
イ
オ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

上
野

隆
司

資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
百
七
十
四
万
五
千
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
九
月
十
日

掲
載
頁

一
一
六
頁
（
号
外
第
二
〇
二
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

大
阪
市
平
野
区
平
野
本
町
二
丁
目
六
番
三
号

株
式
会
社
な
に
は
園
芸

代
表
取
締
役

尾
花

健
司

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
七
五
七
、
五
七
三
、
七

七
四
円
減
少
し
、
一
四
、
六
五
九
、
二
八
五
、
三
三
九
円

と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の

翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
く
だ
さ
い
。

な
お
、
最
終
の
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お

り
で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.jto
w
er.co

.jp
/

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
港
区
六
本
木
七
丁
目
一
五
番
九
号

株
式
会
社
Ｊ
Ｔ
Ｏ
Ｗ
Ｅ
Ｒ

代
表
取
締
役

田
中

敦
史

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
十
一
億
四
千
九
百
五
十

一
万
千
三
百
四
十
七
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。こ

の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.g
en
d
a
g
ig
o
.jp
/

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
港
区
東
新
橋
一
丁
目
九
番
一
号

株
式
会
社
Ｇ
Ｅ
Ｎ
Ｄ
Ａ

Ｇ
ｉ
Ｇ
Ｏ

Ｅ
ｎ
ｔ

ｅ
ｒ
ｔ
ａ
ｉ
ｎ
ｍ
ｅ
ｎ
ｔ

代
表
取
締
役

二
宮

一
浩

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
九
千
九
百
三
十
四
万

八
千
三
百
二
十
五
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

横
浜
市
港
北
区
篠
原
町
一
三
三
八
番
地
一

株
式
会
社
ヤ
マ
ソ
ウ
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

大
淵

久
敬

準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
準
備
金
の
額
を
一
億
一
千
五
百
二
十
一

万
三
千
四
十
二
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

岐
阜
県
関
市
池
尻
八
九
七
番
地
五

株
式
会
社
小
林
ホ
ー
ル
デ
ィ
ン
グ
ス

代
表
取
締
役

小
林

一
彦

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
千
百
七
十
三
億
六
千
九
百

七
十
万
九
千
六
百
三
十
四
円
、
利
益
準
備
金
の
額
を
千
八

百
四
十
六
億
四
千
七
百
三
万
二
千
六
百
九
十
二
円
減
少

し
、
そ
れ
ぞ
れ
三
百
億
円
、
百
四
十
四
億
九
千
四
百
八
十

一
万
八
千
四
百
四
十
三
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
。株

主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
八
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://w

w
w
.m
izu
h
o -tb
.co
.jp
/co
m
p
a
n
y
/

in
v
esto
rs/k
essa
n
̲k
o
u
k
o
k
u
.h
tm
l

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
三
番
三
号

み
ず
ほ
信
託
銀
行
株
式
会
社

取
締
役
社
長

笹
田

賢
一

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
二
月
一
日
を
払
込
期
日
と
す
る

募
集
株
式
の
発
行
に
よ
り
資
本
金
の
額
が
六
億
五
千
万

円
、
資
本
準
備
金
の
額
が
六
億
五
千
万
円
増
加
す
る
こ
と

を
条
件
と
し
て
、
資
本
金
の
額
を
五
億
五
千
万
五
千
円
、

資
本
準
備
金
の
額
を
六
億
五
千
万
五
千
円
減
少
す
る
こ
と

に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
確
定
し
た
最
終
事
業
年
度
は
あ
り
ま
せ
ん
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
港
区
北
青
山
三
丁
目
五
番
一
〇
号

株
式
会
社
Ｕ

代
表
取
締
役

尾
島

義
矢





令和年月日 金曜日 第号官 報
資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
四
億
円
、
資
本
準
備
金
の
額

を
四
億
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
億
円
、
〇
円
と
す
る
こ

と
に
い
た
し
ま
し
た
。
こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債

権
者
は
、
本
公
告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申

し
出
下
さ
い
。
な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は

次
の
と
お
り
で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
三
月
十
三
日

掲
載
頁

二
一
六
頁
（
号
外
第
五
十
二
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
千
代
田
区
神
田
錦
町
一
丁
目
二
七
番
地

ア
リ
ル
ジ
ュ
株
式
会
社

代
表
取
締
役

森
下

真
行

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
三
千
五
百
万
円
、
資
本
準
備

金
の
額
を
三
千
五
百
万
円
減
少
し
、
そ
れ
ぞ
れ
一
億
円
、

〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

株
主
総
会
の
決
議
は
、
令
和
八
年
十
月
二
十
二
日
に
終

了
し
て
お
り
ま
す
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

h
ttp
s://cro

w
d
b
a
n
k
.jp
/

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
渋
谷
区
恵
比
寿
一
丁
目
一
八
番
一
四
号

ク
ラ
ウ
ド
バ
ン
ク
・
フ
ィ
ナ
ン
シ
ャ
ル
サ
ー
ビ

ス
株
式
会
社

代
表
取
締
役

稲
沢

佳
樹

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
二
、
八
二
二
、
一
三
三
、
二

四
〇
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を
三
、
一
八
四
、
一
三
三
、

二
四
〇
円
減
少
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出
済
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
品
川
区
東
五
反
田
二
丁
目
一
〇
番
二
号

株
式
会
社
ギ
フ
テ
ィ

代
表
取
締
役

篠
塚

大
樹

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
六
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
調
布
市
多
摩
川
四
丁
目
三
一
番
地
一

株
式
会
社
京
王
閣

代
表
取
締
役

遠
藤

寿
輝
（
大
友

寿
輝
）

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
六
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

静
岡
県
浜
松
市
中
央
区
名
塚
町
三
七
一
番
地
の
一

株
式
会
社
ミ
カ
サ

代
表
取
締
役

市
川

京
史

定
款
変
更
に
つ
き
通
知
公
告

当
社
は
、
令
和
八
年
十
一
月
十
六
日
付
で
株
券
を
発
行

す
る
旨
の
定
款
の
定
め
を
廃
止
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し

た
の
で
公
告
し
ま
す
。

な
お
、
同
日
に
当
社
の
株
券
は
無
効
と
な
り
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

兵
庫
県
西
宮
市
津
門
宝
津
町
一
三
番
一
六
号

菅
建
設
株
式
会
社

代
表
取
締
役

管

淸
和

優
先
出
資
の
消
却
に
つ
き
優
先
出
資
証
券
提
出
公
告

当
社
は
、
発
行
済
優
先
出
資
の
う
ち
五
千
三
百
十
万
口

を
消
却
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
当
社
の
優
先

出
資
証
券
を
所
有
す
る
方
は
効
力
発
生
日
で
あ
る
令
和
八

年
十
二
月
一
日
ま
で
に
当
社
に
ご
提
出
下
さ
い
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

ジ
ャ
パ
ン
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
１
特
定
目
的
会
社

取
締
役

髙
山

知
也

優
先
資
本
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
優
先
資
本
金
の
額
を
五
千
三
百
十
万
円
減
少

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。
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令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
千
代
田
区
丸
の
内
一
丁
目
四
番
一
号
東
京

共
同
会
計
事
務
所
内

ジ
ャ
パ
ン
ロ
ジ
ス
テ
ィ
ク
ス
１
特
定
目
的
会
社

取
締
役

髙
山

知
也

訂
正
公
告

令
和
八
年
十
月
二
十
三
日
（
号
外
第
二
三
三
号
）
掲
載

の
解
散
公
告
中
、
住
所
「
千
葉
県
八
千
代
市
萱
田
町
九
三

八
番
地
一
」
と
あ
る
は
、「
千
葉
市
中
央
区
中
央
四
丁
目
一

二
番
一
号
Ｋ
Ａ
中
央
ビ
ル
四
階
エ
バ
ー
総
合
法
律
事
務

所
」
の
誤
り
に
つ
き
訂
正
し
ま
す
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

千
葉
市
中
央
区
中
央
四
丁
目
一
二
番
一
号
Ｋ
Ａ
中

央
ビ
ル
四
階
エ
バ
ー
総
合
法
律
事
務
所

有
限
会
社
桝
屋
本
店

清
算
人

石
井

康
晶

資
本
金
及
び
準
備
金
の
額
の
減
少
公
告

当
社
は
、
資
本
金
の
額
を
金
五
千
万
円
、
資
本
準
備
金

の
額
を
金
一
億
一
千
五
百
七
十
七
万
七
百
七
十
七
円
減
少

し
、
資
本
金
の
額
を
金
五
千
万
円
、
資
本
準
備
金
の
額
を

金
〇
円
と
す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
。

こ
の
決
定
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公
告
掲

載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

掲
載

官
報

掲
載
の
日
付

令
和
八
年
六
月
二
十
九
日

掲
載
頁

一
七
一
頁
（
号
外
第
一
四
三
号
）

令
和
八
年
十
月
三
十
日

福
岡
県
那
珂
川
市
今
光
一
丁
目
一
三
〇
番
地

株
式
会
社
ヌ
ル
ボ
ン

代
表
取
締
役

藤
江

賢
治

株
式
交
換
公
告

当
社
（
甲
）
は
株
式
交
換
に
よ
り
、
株
式
会
社
テ
ク
ノ

マ
セ
マ
テ
ィ
カ
ル
（
乙
、
住
所
東
京
都
品
川
区
西
五
反
田

二
丁
目
一
二
番
一
九
号
）
の
発
行
済
株
式
の
全
部
を
取
得

す
る
こ
と
に
い
た
し
ま
し
た
の
で
、
公
告
い
た
し
ま
す
。

こ
の
株
式
交
換
は
、
会
社
法
第
七
九
六
条
第
二
項
の
規

定
に
基
づ
き
、
会
社
法
第
七
九
五
条
第
一
項
に
定
め
る
株

主
総
会
の
承
認
を
得
ず
に
行
い
ま
す
。

こ
の
株
式
交
換
に
対
し
異
議
の
あ
る
債
権
者
は
、
本
公

告
掲
載
の
翌
日
か
ら
一
箇
月
以
内
に
お
申
し
出
下
さ
い
。

な
お
、
最
終
貸
借
対
照
表
の
開
示
状
況
は
次
の
と
お
り

で
す
。

（
甲
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

（
乙
）
金
融
商
品
取
引
法
に
よ
る
有
価
証
券
報
告
書
提
出

済
。

令
和
八
年
十
月
三
十
日

東
京
都
町
田
市
旭
町
一
丁
目
二
五
番
一
〇
号

株
式
会
社
ア
バ
ー
ル
デ
ー
タ

代
表
取
締
役
社
長

岩
本

直
樹
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